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③
 
脳
神
経
科
学
の
現
在
と
将
来

粂

平日
i彦

は
じ
め
に

「
脳
神
経
科
学
」
と
い
う
一
言
葉
は
、
実
は
新
し
い
言
楽
で
あ
る
。
神
経
の
ラ
テ
ン
語
の
語
源

2
2
は
線
状
の
も
の
を
表
し
、
従
来

の
自
然
科
学
が
対
象
に
し
て
き
た
も
の
は
「
神
経
」
で
あ
り
、
欧
米
で
も
日
本
で
も
脳
を
含
む
神
経
系
を
対
象
に
す
る
学
問
は
ニ
ュ

ー

ロ
刊
イ
エ
ン
ス
、
即
ち
神
経
科
学
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
神
経
科
学
が
意
識
や
レ
と
い
う
、
形
而
上
学
的
な
存
在
を
研
究
対
象

と
す
る
よ
う
に
な
り
、
心
は
脳
が
作
り
出
す
と
い
う
考
え
方
が
広
ま
っ
て
か
ら
、
神
経
機
能
の
中
で
も
、
高
次
脳
機
能
を
対
象
に
す
る

科
学
を
、

「
脳
科
学
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
増
え
て
き
た
。
そ
し
て
、
二

一
世
紀
に
入
り

一
O
年
を
経
た
今
で
は
、
脳
科
学
は
、
神
経
科
学

と

い
う
言
葉
以
上
に
人
口
に
輸
相
災
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
神
経
科
学
の
将
来
と
社
会
の
関
係
を
考
え
る
時
に
は
、
脳
科
学
も
含
め

て
、
脳
神
経
科
学
と
い
、
つ
言
葉
を
使
う
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
能
者
は
、
医
附
研
究
者
で
あ
る
傍
ら
、
生
命
倫
型
の
勉
強
を
続
け
て

き
た
。
そ
し
て
、
神
経
科
学
の
倫
理
を
考
え
る
ニ
ュ

1
ロ
エ
シ

y
ク
ー
と
い
う
分
野
が
米
国
中
心
に
発
展
し
て
き
た
時
に
、
品
初
の
教

科
牲
を
捌
訳
す
る
こ
と
で
、

H
本

へ
の
導
入
に
も
尽
h
M
L
、
ニ
ュ

l
口
エ
シ

y
ク
ス
は

「
脳
神
経
倫
型
学
」
と
名
付
け
ら
れ
た

[l
]。

そ
の
経
験
も
踏
ま
え
て
、
本
撃
で
は
、
脳
神
経
科
学
の
急
速
な
発
展
が
相
会
へ
与
え
る
影
響
と
、
将
来
、
社
会
の
巾
で
果
た
す
べ
き
役

割
に
つ
い
て
、
以
下
の
要
旨
に
従
い
考
察
す
る
。

265 



近
代
の
歴
史
の
中
で
、
形
而
上
学
存
在
論
的
な
人
間
観
は
、
社
会
哲
学
社
会
理
論
的
な
人
間
観
と
対
立
し
て
き
た

[2
1

そ
も
そ
も
、
人
間
は
生
刑判
的
に
心
身
二
元
論
的
発
惣
法
を
持
ち
、
索
利
な
社
会
理
解
は
不
可
避
的
に
心
身
二
元
論
に
基
づ
く
。
近

代
以
後
、

一
神
教
的
宗
教
観
が
滞
れ
て
、
個
人
主
義
自
由
主
義
が
繁
栄
す
る
中
で
、
個
人
の
存
立
基
礎
や
幸
福
の
価
値
基
般
に

「
心
」
を
世
く
、
心
身
二
元
論
に
基
づ
く
考
え
が
、
さ
ら
に
強
制
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

一
方
、
自
扶
科
学
は
、
デ
カ
ル
ト
以
後
、
素
初
心
理
学
的
理
解
に
よ
る
心
身
二
元
論
に
紙
触
し
な
い
範
囲
で
、
つ
ま
り
、
人
間

の
心
や
意
識
の
問
題
に
つ
い
て
直
接
は
触
れ
ず
、
た
と
え
ば
動
物
の
神
経
機
能
や
、
人
聞
を
対
象
と
す
る
場
合
も
、
客
観
的
に
訓

べ
ら
れ
る
神
経
心
的
機
能
だ
け
を
研
究
対
象
に
す
る
こ
と
で
大
き
く
進
歩
し
た
。

自
然
科
学
と
し
て
の
神
経
科
学
は
急
速
に
進
展
す
る
中
で
脳
神
経
科
学
へ
と
発
展
し
、
心
意
識
の
問
題
を
探
く
扱
う
よ
う
に

な
っ
た
。
特
に
ク
リ
ア
ク
の
若
舎
が
発
表
さ
れ
た
一
九
九
五
年
以
来
、
心
の
問
題
が
自
然
科
学
の
世
界
で
も
正
面
か
ら
議
論
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た

[
3
]
。
「
自
己
」
を
作
り
だ
す
神
経
基
椴
に
つ
い
て
の
研
究
も
盛
ん
に
な
り
、
形
而
上
学
で
議
論
さ
れ
て
き
た

こ
と
、
つ
ま
り
「
現
象
学
的
な
自
己
」
の
元
と
な
る
「
意
識
」
を
科
学
的
に
談
論
で
き
る
レ
ベ
ル
に
達
し
つ
つ
あ
る

[
4
、
5
]
。

脳
神
経
科
学
は
、
従
来
の
脳
の
機
能
を
観
察

測
定
す
る
神
経
科
学
か
ら
、
心
理
学
や
認
知
科
学
、
人
間
を

「作
る
」
こ
と
で

人
間
観
の
構
築
を
志
向
す
る
ロ
ボ
テ
イ

y
ク
ス
な
ど
に
も
広
が
り
、
自
然
科
学
的
に
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
人
間
の
心
意
識
の
理

解
、
人
間
観
の
椛
築
を
始
め
て
い
る

[
6
]。

そ
の
結
来
、
神
経
科
学
は
心
身
二
元
論
的
人
川
理
解
の
限
界
に
ぶ
つ
か
り
始
め
た
。
そ
の
劇
餅
を
解
消
し
、
脳
神
経
科
学
的
な

知
見
と
心
身
二
元
論
の
共
存
を
図
る
た
め
の
型
論

(仮
説
)
を
提
唱
す
る
エ
y
hノ
ル
ス
、
リ
ベ
ッ
ト
な
ど
の
科
学
者
も
出
現
し
た

[7
、
8
]。
し
か
し
、
筆
者
自
身
を
含
め
、
多
く
の
脳
神
経
科
学
者
は
、
彼
ら
の
仮
説
に
は
自
然
科
学
的
に
蛙
理
が
あ
る
と
考

え
、
心
身

一
元
論
と
正
而
か
ら
向
き
合
う
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
素
朴
心
理
学
的
な
人
間
観
に
限
界
を
感
じ
、
形
而
上

学
的

存
在
論
的
な
問
題
も
学
ば
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る

[
3
、
4
、
9
、
川
]
。

さ
ら
に
、
脳
神
経
科
学
の
成
果
と
そ
の
影
響
は
、
単
に
生
物
学
医
学
な
ど
へ
の
応
用
に
留
ま
ら
ず
、
経
済
学
、

l 2 3 4 F 
d 6 

教
育
学
、
娯
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楽
、
そ
し
て
司
法
分
野
な
ど
に
も
広
が
り

ニ
ュ

i
ロ
エ
デ
ユ
ケ
l

ニ
ュ

l
口
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
、

ニ
ュ

l
ロ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

ニ
ュ

!
ロ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
卜
な
ど
の
分
野
が
作
ら
れ
た

[
l
]
。
ま
た
、
哲
学
形
而
上
学
側
で
も
脳
神
経
科

学
認
知
科
学
の
知
見
を
取
り
入
れ
る
試
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
[
日
目
]
。
こ
の
よ
う
に
脳
神
経
科
学
の
成
果
が
社
会
に
広

が
る
中
で
、
学
問
と
し
て
の
倫
理
の
確
立
が
急
務
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ニ

ュ
l
ロ
エ
ン

ッ
ク
ス
と
い
う
分
野
も
何
ら
れ

H

M
山
]
。

ン
ョ
・
ノ
、

た

[l
、

7 

脳
神
経
科
学
の
進
歩
は
、
学
問
的
に
は
形
而
上
学
で
議
論
さ
れ
て
き
た
人
間
制
を
変
え
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

一
般
村

会
に
お
い
て
は
、
哲
学
的
思
考
が
、
素
朴
心
現
学
に
基
づ
く
相
会
慣
習
宗
教
的
思
考
を
凌
駕
す
る
こ
と
が
難
し
か

っ
た
の
に
対

し
て
、
脳
神
経
科
学
は
そ
の
人
口
に
胎
衆
し
や
す
い
性
質
か
ら
、
相
会
に
対
す
る
影
響
が
大
き
い
。
そ
の
結
果
、
脳
神
経
科
学
者

が
、
特
に
お
会
に
対
し
て
新
し
い
知
見
を
発
伝
す
る
際
に
は
、
現
在
の
相
会
の
基
盤
に
な
っ
て
い
る
、
心
意
識
に
対
す
る
見

方
、
私
自
己
に
対
す
る
見
方
に
、
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
、
充
分
に
認
識
す
る
必
要
が
あ
る

[げ
]。

ま
た
、
さ
ら
に
、
脳
科
学
的
知
見
を
社
会
に
お
け
る
、
二
冗
論
的
視
点
と
二
一
正
論
的
な
視
占
、
の
対
立
の
経
和
解
消
に
活
用
で
き

る
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
脳
神
経
科
学
が
社
会
の
人
間
観
価
値
観
に
対
し
て
与
え
る
影
響
は
、
将
来
、
さ
ら
に
大
き
く

な
る
と
考
え
る

[l
、
2
〕。

紫
朴
心
理
学
的
な
人
間
観
か
ら
、

8 

新
し
く
広
が
る
可
能
性
が
あ
り
、
よ
り
自
然
科
学
的
な
人
間
観
と
し
て
、
生
態
心
理
学

(
7

7
1
l
ダ
ン
ス
の
心
理
学
)
に
基
づ
く
考
え
方
が
あ
る
[
山
、
ゆ
]。
こ
の
考
え
で
は
、
心
や
意
識
の
什
耕
一撚
を
、
内
在
的
な
も
の

で
は
な
く
、
環
境
や
他
者
と
の
附
係
性
の
中
に
見
出
す
。
そ
の
考
え
方
を
道
徳

倫

理

の

基
盤
に
ま
で
拡
張
し
よ
う
と
い
う
試
み

も
あ
る
[
却
]
。
脳
神
経
科
学
で
も
、
単
一
倒
体
の
脳
の
観
察
か
ら
、
個
体
が
複
数
存
在
す
る
環
境
の
巾
で
の
研
究
(
社
会
脳
研

究
と
呼
ば
れ
る
)
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
さ
ら
に
、
私
た
ち
の
「
む
」
の
基
緯
に
迫
り
つ
つ
あ
る
[
引
]
。
し
か
し
、
そ

の
結
果
が
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
の
中
で
漠
然
と
考
え
ら
れ
て
き
た
も
の
と

R
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
が
社
会
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
か
も
し
れ
な
い

こ
と
に
、
常
に
留
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
[
忽
]。

脳神経科学の現在と将来267・第 10，雲



l 

形
而
上
学
的
人
間
観
と
、

素
朴
心
理
学
的
人
間
観

私
た
ち
人
間
は
、
人
間
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
か
?

私
た
ち
の
、
最
も
素
朴
な
人
間
の
理
解
は
、

「
人
は
、
部
で
も

心

意

識
を

一
つ
だ
け
持
ち
、
状
況
に
応
じ
て
、
そ
の
人
自
身
の
自
分
の

心
で
考
え
、
そ
の
結
論
に
応
じ
て
、
自
由
意
志
に
基
づ
い
た
意
思
決

定
に
よ
り
行
動
を
す
る
動
物
で
あ
る
」
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
「
心
意
識
」
は
、
人
の
内
側
に
形
の
な
い
も
の
と
し
て
存
在

し
、
そ
の
人
を
形
作
り
、
そ
の
中

心
に
あ
る
の
が
「
私
自
己
」
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
そ
の

「
私
自
己
」
こ
そ
が
、
部
重
さ
れ

る
べ
き
仙
人
の
本
体
で
あ
り
、
そ
れ
は

「自

'm」
で
あ
る
、
つ
ま
り
、
私
た
ち
は

「自
由
意
志
」
を
持
っ
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
加

え
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
内
而
の
自
由
を
持
つ
か
ら
こ
そ
、
社
会
の
中
で
は
、
そ
の
自
由
に
基
づ
く

「自
己
決
定
」
が
尊
重
さ
れ
る
し
、

自
己
決
定
に
基
づ
く
行
為
が
祖
会
の
ル
ー
ル
に
反
す
る

「
犯
罪
行
為
」
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
「
個
人
」
を
罰
す
る
と

い
う
社
会

の
仕
組
み
が
作
ら
れ
た
。
ま
た
、
個
人
と
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
現
代
社
会
で
、
偶
人
と
い
う
の
は
、
身
体
と
し
て
の
個
人
と
い
う
よ
り

は
、
意
思
決
定
主
体
と
し
て
の
個
人
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
自
由
な
志
が
尊
重
さ
れ
る
。
大
津
英
幸
の

「自
由
の
条
件
」
に
よ
れ
ば
、
こ

の
よ
う
な
人
間
の
理
解
が
、
相
会
哲
学
相
会
理
論
的
な
人
間
縦
で
あ
る

[2
]。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
心
の
迎
解
を

「紫
朴
心
理
学
」

と
呼
ぶ
。

こ
の
よ
う
な
人
間
理
解
は
、
最
も
自
然
で
索
析
で
あ
り
、
原
始
的
な
社
会
も
現
代
の
社
会
も
、
こ

の
原
理
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
発
達
心
理
学
者
の
ポ
ー
ル
プ
ル

l
ム
ら
は
、
生
ま
れ
て
数
ヵ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
が
、
既
に
社
会
に
お
け
る
動
物
の
関
係

を
、
二
元
論
的
に
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
彼
ら
の
研
究
で
は
、
ご
く
附
単
な
人
形
劇
を
赤
ち
ゃ
ん
に
見
せ
る
。
登
場
人

物
は
動
物
の
形
を
し
た
人
形
で
も
、
単
純
な
三
角
や
四
角
な
ど
に
目
だ
け
を
つ
け
た
も
の
で
も
構
わ
な
い
。
た
と
え
ば
、
赤
色
の
丸

が
、
坂
を
登
ろ
う
と
す
る
が
滑
り
落
ち
て
、

な
か
な
か
登
り
き
れ
な
い
所
に
、

黄
色
の
三
角
形
が
現
れ
て
、
赤
色
の
丸
を
助
け
て
坂
を

登
ら
せ
る
。
そ
の
後
、
同
じ
よ
う
に
赤
色
の
丸
が
図

っ
て
い
る

(よ
う
に
見
え
る
)
と
こ
ろ
に
、
今
度
は
背
色
の
四
角
形
が
現
れ
て
、
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赤
色
の
丸
の
邪
魔
を
し
て
、
坂
を
突
き
落
と
す
。
そ
の
後
、
黄
色
の
三
角
形
と
、
青
色
の
四
角
形
を
赤
ち
ゃ
ん
に
見
せ
る
と
、
多
く
の

赤
ち
ゃ
ん
が
黄
色
の
三
角
形
を
選
ぶ
。
さ
ら
に
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
罰
を
与
え
る
か
の
よ
う
に
、
意
地
悪
を
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
た
苛
色
の
四
角
形
を
ぶ
っ
た
り
も
す
る
。
こ
の
結
巣
を
、
彼
ら
は
、
私
た
ち
人
間
は
、
動
物
を

一
定
の
意
図
を
持

っ
て
動
く
も
の
だ

と
生
ま
れ
つ
き
理
解
す
る
こ
と
、

さ
ら
に
、
社
会
の
中
で
の
良
い
行
為
悪
い
行
為
の

一
定
の
判
断
基
準
も
、
生
ま
れ
つ
き
持
っ
て
い

る
と
解
釈
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
人
間
は
、
生
ま
れ

つ
き
の
心
身
二
元
論
者
で
あ
り
、
意
図
H
心
に
基
づ
い
て
、
善
悪
を
判
断

す
る
倫
理
観
を
持
つ
動
物
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
素
朴
な
人
間
理
解
が
、
現
在
の
社
会
制
度
の
基
盤
に
な
っ
て

い
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

一
方
で
、
哲
学
者
形
而
上
学
者
は
、
人
間
と
い
う
存
在
を
、
よ
り
深
く
考
え
て
理
解
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
デ
カ
ル

ト
は
、
全
て
の
も
の
を
疑
っ
て
も、

そ
れ
を
疑
っ
て
い
る
白
分
自
身
の
内
在
を
疑
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
、
心
の
存
在
が
以
も
似

源
的
で
あ
る
と
考
え
た
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、
私
た
ち
の
「

心
」
は
、
統
合
さ
れ
た

一
つ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
合
意
す
る
。
デ
カ

ル
ト
は

心

私

の
存
在
は
疑
い
得
な
い
も
の
と
し
、
逆
に
、
疑
う
よ
う
な
心
を
持
た
な
い
人
間
以
外
の
動
物
に
は

「
ー
レ
は
な
い
」
と
い

う
考
え
方
を
と
な
え
た
。
デ
カ
ル
ト
の
心
身
二
元
論
は
、
自
然
科
学
者
に
と

っ
て
は
大
変
に
有
利
な
考
え
方
で
、
当
時
は
、
ま
だ
ま
だ

力
の
あ

っ
た
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
の
宗
教
観
と
大
き
く
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
、
人
体
の
附
究
動
物
の
研
究
を
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
医
学
生
物
学
が
進
ん
だ
。
さ
ら
に
、
古
典
的
な
宗
教
観
が
薄
れ
て
き
た
後
は
、
個
人
主
義
自
由
主
義
が
台
頭
し
て
〈
る
。
封

建
的
な
社
会
制
度
の
破
壊
が
進
み
、
個
人
の
平
等
や
、
内
面
の
自
由
が
尊
重
さ
れ
る
時
代
に
な
る
と
、
心
身
一
一
元
論
的
な
考
え
方
は
、

さ
ら
に
時
代
に
マ

ァ
チ
す
る
こ
と
で
、
広
く
強
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
社
会
的
価
値
の
基
盤
に
な
っ
た
。
ご
く
最
近
の
右
肩
下
が
り
の
不

況
の
時
代
に
は
、
む
の
設
か
さ
、
ス
ピ
リ
チ
ユ
ア
リ
テ
ィ
が
も
て
は
や
さ
れ
、
心
意
識
、

そ
の
元
に
あ
る
私

自
己
は
、
社
会
の
中

で
も
、
最
も
重
要
な
価
値
を
持
つ
も
の
と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
、
過
度
の
心
理
主
義
と
河
野
は
批
判
し
て
い
る
[
ゆ
]。

こ
の
よ
う
な
二
元
論
的
な
考
え
方
は
、
心
意
識
を
自
扶
科
学
の
対
象
外
と
す
る
こ
と
で
、
そ
の
部
分
の
科
学
の
進
歩
に
は
寄
与
し
な

、〉

:
。

カ
て
Jf
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哲
学
の
世
界
で
の
人
間
観
は
、
私
の
系
統
的
知
識
の
不
足
と
、
紙
幅
の
関
係
で
記
載
し
き
れ
な
い
が
、
デ
カ
ル
ト
以
後
の
哲
学
者

は
、
デ
カ
ル
ト
が
疑
い
仰
な
い
と
考
え
た
、
自
己
の
存
在
か
ら
世
界
を
考
え
る
と
、
自
己
と
他
者
の
共
存

(共
通
了
解
)
に
限
界
が
存

在
す
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
カ
ン
ト
、
へ
l
ゲ
ル
、
7
ッ
サ
l
ル
と
続
く
現
象
学
的
な
世
界
の
と
ら
え
方
は
、
主
観
か
ら
切
り
離
さ

れ
た
客
観
世
界
の
存
在
を
否
定
す
長
。
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
は、

「
私
」
と
い
う
存
在
が
世
界
の
中
に
あ
る
の
か
、
世
界
の
外
に

あ
る
の
か
、
と
い
う
命
題
を
、
論
理
学
的
に
考
え
ぬ

い
た
結
果
、
私
の
存
在
は
占
、
と
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
結
論
に
た
ど
り
清
い
た
。

現
代
の
む
の
哲
学
で
は
、
基
本
的
に
、
「
素
朴
心
型
学
的
な
自
己
」
の
存
在
は
疑
わ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う

[お
、
剖
]。

こ
の
こ
と
を
、
前
述
の
大
津
は
、
「
形
而
上
学
存
在
論
的
な
人
間
観
は
、
社
会
哲
学
社
会
理
論
的
な
人
間
観
と
対
立
し
て
き
た
」

と
表
現
し
て
い
る

[2
]
。
私
見
だ
が
、
多
く
の
自
然
科
学
者
は
、
「
客
観
的
な
事
実
が
主
観
か
ら
独
立
し
て
存
在
す
る
」
と
漠
然
と
み

な
し
て
き
た
の
で
、
「主
縦
一
と
客
観
が
分
離
で
き
、
客
観
的
な
も
の
が
主
観
的
な
も
の
と
独
立
し
て
存
在
す
る
こ
と
」
を
安
易
に
認
め

な
い
形
而
上
学
的
な
考
え
方
は
、
多
く
の
科
学
者
の
考
え
方
と
も
対
立
し
う
る
だ
ろ
う
(
科
学
者
の

「科
学
」
に
対
す
る
見
方
へ
の
批
判

に
つ
い
て
は
、
池
問

[お
]
が
参
考
に
な
る
)。

フ

心
身

二
元
論

(素
朴
心
理
学
)

に
基
づ
く
、
自
然
科
学

の
発
展

心
身
二
元
論
的
な
人
間
理
解
に
基
づ
き
、
自
扶
科
学
は
、
む
忠
誠
を
研
究
の
対
象
外
と
し
て
き
た
。
特
に
デ
カ
ル
ト
は
、
懐
疑
主

義
に
基
づ
く
思
考
の
結
果
、
疑
い
得
な
い
の
は
、
疑
っ
て
い
る
「
自
己
」
の
存
在
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
を
魂
と
考
え
た
。
魂
は
人
間
に

の
み
存
夜
し
、
動
物
に
は
人
附
の
よ
う
な
魂
が
な
く
、
単
な
る
機
械
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
動
物
に
は
人
間
の
よ
う
な

魂
に
基
づ
く
尊
厳
が
な
く
、
基
本
的
に
、
ど
の
よ
う
な
研
究
を
行
っ
て
も
よ
い
と
も
解
釈
で
き
る
。
ま
た
、
デ
カ
ル
ト
は
人
間
の
身
体

も
、
器
本
的
に
は
動
物
の
身
体
と
同
じ
で
あ
る
が
、
魂
は
、
脳
の
中
の
小
さ
な
部
分
、
具
体
的
に
は
松
栄
体
に
宿
る
と
考
え
た
。
そ
し

て
、
こ
の
中
に
あ
た
か
も
、
も
う

一
人
の
小
人
が
い
て
、
身
体
全
体
を
操
縦
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
考
え
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
松
果
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体
の
部
分
以
外
は
、
人
間
の
身
体
と

い
え
、
機
械
的
な
も
の
に
過
ぎ
ず
、
魂
に
価
値
は
あ

っ
て
も
、
身
体
に
は
制
値
が
な
い
と
考
、
え

た
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
け
ば
、
身
体
に
つ
い
て
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
や
、
臓
器
移
植
を
す
る
こ
と
に
も
、
倫
理
的
な
問
題

が
起
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
内
抗
日
科
学
と
し
て
の
医
学
も
包
速
に
進
ん
だ
。
松
川
市
体
が
魂
の
座
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
科
学
的
に

は
否
定
さ
れ
て
い
る
し
、
現
在
で
は
、
自
己
の
意
識
が
脳
の
ど
こ
か
に
局
在
し
て
存
在
す
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
デ

カ
ル
ト
の
こ
の
心
身
二
元
論
的
な
号
、
ぇ
方
は
、
現
在
で
も
相
会
の
中
の
倒
的
仰
の
大
き
な
部
分
を
占
め
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
腕
得
移

植
を
容
認
す
る
こ
と
、
植
物
状
態
の
人
に
は
価
値
が
な
い
と
考
え
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
脳
死
が
人
の
死
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
な
ど

は、

全
て
、
あ
る
北
日
味
で
心
身
二
元
論
的
な
人
間
観
に
基
づ
く
と
言
え
る。

一
方
で
、
デ
カ
ル
ト
的
な
考
え
方
に
立
て
ば
、
む
は
魂
の
作
別
で
あ
り
人
知
を
超
え
て
い
る
た
め
、
自
扶
科
学
の
対
象
と
は
な
ら
な

い
。

心
の
中
で
考
え
て
い
る
こ
と
や
、
そ
の
原
因
は
、
決
し
て
他
人
に
は
わ
か
ら
ず
、
私
俗
的
な
も
の
で
あ
り
、
主
観
的
な
心
意
識

は
、
客
観
的
な
科
学
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
医
学
の
中
で
は
、
精
神
科
は
科
学
と
し
て
の
発
達
が
最
も
遅
れ
た
分
野
で

あ

っ
た
し
、
心
理
学
も
科
学
と
し
て
は
、

一
方
で
は
極
端
な
行
動
主
義
が
広
ま

っ
た
り
、

一
方
で
は
、
似
非
科
学
に
近
接
す
る
分
野
が

現
れ
た
り
し
な
が
ら
、
発
達
し
て
き
た
。
ま
た
、
神
経
科
学
の
分
明
で
も
、
当
然
、
客
観
的
な
神
経
機
能
に
研
究
が
集
中
し
て
、
心

(ヨ
5
己
)
や
意
識

(n
g
E
E
E
E
m
)
を
扱
う
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
禁
忌
と
さ
え
考
え
ら
れ
、
論
文
中
に
省
け
な
い
言
葉
と
し
て
、

m

で
約
ま
る
言
葉
と
か
、

c
ワ
l
ド
な
ど
と
隠
語
で
さ
え
呼
ば
れ
た
。

3 

神

経

科
学

の
発
展
と
、

意
識
の
神
経
相

関

物
研
究

そ
の
神
経
科
学
の
世
界
で
も
、
中
位
神
経
の
機
能
は
大
き
な
興
味
を
も

っ
て
研
究
さ
れ
て
き
た
が
、
ク
リ
ア
ク
の
著
許

[3
]
が
発

表
さ
れ
た
の
が
、
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
迷
い
な
く
、
そ
れ
は
た
か
だ
か
一
五
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

τ
E
 

以
来
、
神
経
科
学
は
脳
神
経
科
学
へ
と
移
行
し
、

心

意

識

の
問
題
を
正
面
か
ら
議
論
し
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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神
経
科
学
は
、
主
に
末
梢
村
経
の
機
能
を
王
な
対
象
と
し
て
、
動
物
を
用
い
た
研
究
で
発
展
し
て
き
た
。
中
枢
神
経
系
、
特
に
脳
の

機
能
が
、
深
く
調
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
電
気
生
理
学
な
ど
が
発
展
し
た
ニ

O
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
が
、
脳
波
計
測

法
が
開
発
さ
れ
、
沼
気
生
理
学
的
手
法
が
外
科
手
術
な
ど
の
人
間
を
対
象
と
し
た
分
銅
で
も
用
い
ら
れ
始
め
る
と
、
脳
機
能
の
解
明
が

瞬
く
問
に
進
み
始
め
た
。
ま
た
、
長
ら
く
自
然
科
学
と
の
距
離
が
速
か
っ
た
心
理
学
精
神
医
学
の
分
野
で
は
、

7
ロ
イ
ト
が
潜
在
意

識
を
研
究
対
象
に
し
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
自
扶
科
学
的
な
検
証
可
能
な
手
法
を
用
い
て
、
む
を
調
べ
る
こ
と
が
始
ま
っ
た
。
ま
た
、

歴
史
的
に
は
悪
名
高
い
も
の
と
な
っ
て
は
し
ま
っ
た
が
、
エ
ガ
兄
モ
ニ
ス
に
よ
る
ロ
ポ
ト
ミ
!
の
開
発
は
ノ
ー
ベ
ル
釘
を
受
賞
す
る

ほ
ど
画
期
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
後
の
、
向
精
神
楽
の
開
発
に
よ
る
精
神
疾
忠
治
療
の
発
展
は
、
私
た
ち
の
心
が
、

物
質
的
基

盤
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
広
く
社
会
に
納
得
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
現
在
で
は
、

心
が
脳
に
法
践
を
m
U
く
こ
と
に
異
議
を
持

つ
人
は
少
な
い
。

ま
た
、
デ
カ
ル
ト
は
松
果
体
に
魂
が
宿
る
と
考
え
た
が
、
そ
の
後
、
脳
の
機
能
局
在
論
の
考
え
方
が
進
み
、
研
究
も
進
ん
だ
。
科
学

と
し
て
は
未
熟
だ
っ
た
が
、
一
八
世
紀
の
ガ
ル
の
骨
相
学
か
ら
始
ま
り
、
二

O
世
紀
に
な
る
と
、
ブ
ロ
ー
ド
7

ン
の
脳
領
域
地
図
の
作

成
、
ベ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
の
刺
激
突
験
に
よ
る
「
脳
の
中
の
小
人

(ホ
ム
ン
ク
ル
ス
)
」
の
作
成
と
続
き
、
心

意
識
の
機
能
の
多
く
が
、

脳
の
中
で
の
局
在
性
と
と
も
に
調
べ
ら
れ
て
き
た
。

神
経
科
学
は
、

脳
を
含
む
神
経
系
の
構
造
平
機
能
を
研
究
す
る
科
学
の
分
野
で
あ
り
、
日
号

0
8
2
2
の
コ

E
E
ゃ
、
神
経
耳
目
〈
ぬ

の
語
源
は
、
ラ
テ
ン
語
の
ロ

0
2
で
「
脳
」
、
つ
ま
り
、
ひ
も
伏
の
も
の
を
表
す
言
“指
で
あ
り
、
線
上
の
神
経
を
、
屯
気
信
号
が
伝
わ

る
よ
う
な
現
象
を
研
究
し
て
き
た
と
い
う
の
が
、
元
来
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
科
学
的
に
は
背
髄
以
下
の
神
経
を
末
梢
神
経
、
脳
を
含

む
高
次
の
神
経
系
を
中
仮
神
経
と
呼
び
わ
け
る
。
と
こ
ろ
が
、
心
の
機
能
の
よ
う
な
向
次
の
機
能
を
脳
に
求
め
た
研
究
が
始
ま
っ
た
結

果
、
旧
来
の
神
経
科
学
と
い
う
言
葉
で
は
包
含
し
き
れ
な
い
分
甥
を
含
む
よ
う
に
な
り
、
脳
神
経
科
学
、
俗
的
に
は
脳
科
学
と
い
う
言

葉
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
最
近
、
人
間
の
脳
の
機
能
を
意
識
と
の
関
係
で
、
よ
り
許
釧
に
調
べ
る
研
究
が
可
能
と
な
っ
て
き
た
。
最
大
の
転
機
は
、

将来世代とIl<ro!・272第m8s



コ
y
ホ
と
ク
リ
y
ク
が
「
意
識
の
神
経
柑
附
物

(Z
2
2
5
0コ巴
E
E。
『
円

E
R
E
E
2
ω
z
n口
)」
と

い
う
概
念
を
発
表
し
た
こ
と
で
、

そ
の
結
来
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
自
然
科
学
研
究
者
の
問
で
は
、
従
来

m
ワ
l
ド、

C

ワ
l
ド
な
ど
と
呼
ば
れ
て
き
た
心
認
識
の
研

究
が
、
脳
神
経
科
学
の
分
野
で
も
堂
々
と
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
最
も
活
発
な
研
究
分
野
と
な
っ
て
き
た

[
3
、
4
]
。

そ
の
結
果
、
た
と
え
ば
、
形
而
上
学
で
、
「
哲
学
的
ゾ
ン
ピ
」
と
し
て
談
論
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
つ
ま
り
「
現
象
的
な
自
己
」
を
作

り
だ
す
神
経
団
路
を
科
学
的
に
議
論
で
き
る
レ
ベ
ル
に
達
し
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
、
自
己
が
存
在
す
る
た
め
に
は
、
他
者
が
必
要
で

あ
る
が
、
他
者
の
行
動
を
理
解
す
る
基
盤
を
な
す
可
能
性
を
持
つ
回
路
と
し
て
ミ
ラ
1
ニ
ュ
ー
ロ
ン
シ
ス

テ
ム
が
発
見
さ
れ
た
[
泌
]。

ミ
ラ
l
ニ
ュ
ー
ロ
ン
は
、
特
殊
な
神
経
細
胞
で
、
自
分
自
身
が
あ
る
行
動
を
し
た
時
に
的
性
化
す
る
が
、
そ
れ
と
同
じ
行
動
を
他
者
が

し
た
附
に
も
同
様
に
活
性
化
す
る
。
さ
ら
に
品
近
で
は
、
こ
の
神
経
の
近
傍
に
は
、
自
分
が
そ
の
行
動
を
し
た
時
の
み
、
他
人
が
そ
の

行
動
を
し
た
時
の
み
に
働
く
神
経
も
見
つ
か
り
、
全
体
と
し
て
自
己
と
他
者
の
類
似
性
と
区
別
を
す
る
基
盤
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
て

い
る
。

4 

脳
神
経
科
学

の
広
が
り

フ
ロ
イ
卜
に
始
ま
る
潜
在
意
識
の
研
究
は
、
立
誠
心
と
い
う
も
の
を
、
人
間
が
自
分
自
身
が
意
識
で
き
る
も
の
よ
り
も
、
は
る
か

に
広
く
深
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
7
ロ
イ
ト
が
、
潜
在
意
識
は
全
て
潜
在
的
な
欲
望
の
結
川
市
と
み
な
し
た
こ
と
や
、
ユ
ン

グ
ら
が
夢
に
探
い
意
味
を
与
え
す
ぎ
た
こ
と
は
、
現
在
で
は
非
科
学
的
と
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
が
、
む
の
見
方
に
与
え
た
影
響
は
大

き
い
。
夢
に
つ
い
て
は
、
ホ
プ
ソ
ン
に
よ
る
脳
の
活
性
化
状
態
と
の
関
連
の
研
究
か
ら
、
神
秘
性
が
取
り
去
ら
れ
、
睡
眠
中
の
意
識

や
、
心
そ
の
も
の
に
対
す
る
見
方
を
大
き
く
変
え
た
。
ホ
プ
ソ
ン
自
身
、
夢
の
研
究
の
最
大
の
成
果
は
、
私
た
ち
の
意
識
や
、
私
た
ち

が
与
え
る
こ
と
は
、
単
な
る
脳
の
活
性
化
状
態
を
反
映
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
示
し
た
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る

[幻
]
。

ロ
ポ
テ
イ
Y

ク
ス
の
進
歩
は
、
外
見
や
動
き
、
さ
ら
に
は
学
習
方
法
ま
で
、
人
間
と
区
別
す
る
こ
と
が
難
し
い
ロ
ポ

y
ト

さ
ら
に
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を
作
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
を
示
し
始
め
た
。
特
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
学
習
モ
デ
ル
を
使
っ
て
、
ロ
ポ

y
ト
が
擬
似
的
な
自
由

意
志
を
村
つ
か
の
よ
う
に
ふ
る
ま
わ
せ
る
研
究
に
よ

っ
て
、
脳
が
ど
の
よ
う
な
モ
デ
ル
で
自
由
な
志
を
作
り
出
す
の
か
を
、
一
{
凡
の
レ

ベ
ル
で
推
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
、
谷
淳
ら
の
最
近
の
モ
デ
ル
研
究
に
よ
れ
ば
、
学
期
日
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
階
層
化

AS
}
 

し
た
場
合
、

学
習
の
時
定
数
が
遅
い
モ
ジ
ュ
ー
ル
が
、
高
次
の
意
思
決
定
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
ロ
ボ

y
ト
が
ふ
る
ま
う
。
こ
の
こ

と
は
、
人
間
の
行
動

(身
体
の
励
き
)
が
、
背
髄
レ
ベ
ル
だ
け
で
決
定
さ
れ
る
膝
蓋
腿
反
射
に
始
ま
り
、
脳
幹
を
介
す
る
瞬
目
反
射
や

対
光
反
射
、
夢
遊
病

(腿
眠
時
遊
行
症
)
の
よ
う
な
上
位
脳
機
能
が
ほ
ぼ
介
在
し
な
い
行
動
か
ら
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
の
よ
う
な
中
純
な
意

思
決
定
、
囲
碁
将
棋
の
よ
う
に
深
い
読
み

(思
考
)
を
必
嬰
と
す
る
行
動
ま
で
、
多
階
府
か
ら
成

っ
て
い
る
こ
と
を
初
仰
と
さ
せ

る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
行
動
決
定
ま
で
の
時
間
が
短
け
れ
ば
、
思
考
過
位
を
ス
キ

y
プ
し
て
、
「
直
感
的
」
に
行
動
し
、
そ
の
行
動
に

「
た
く
さ
ん
の
自
由
を
感
じ
な
い
」
が
、
時
間
が
あ
れ
ば
、
さ
ま
さ
ま
な
条
例
を
勘
案
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
そ
の
分
、
自
由
を
感
じ

る
。
全
く
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
、
ロ
ポ

ァ
ト
に
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
人
間
を
機
械
の
一

種
と
み
な
す
考
え
方
を
加
速
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
単
な
る
脳
神
経
科
学
だ
け
で
は
な
く
、
心
理
学
や
認
知
科
学
、
人
聞
を
「
作
る
」
こ
と
で
人
間
観
の
構
築
を
志
向
す

る
ロ
ポ
テ
ィ

ッ
ク
ー
な
ど
に
広
が
り
、
科
学
的
に
も
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
人
間
の
心
意
識
の
理
解
、

人
間
間
の
榊
築
が
始
ま

っ
て
い

ヲ
勾
。

5 

脳
神
経
科
学

者
に
よ
る
人
間
観
の
再
桃
築
と
、

形
而
上
学
的
・
存
在
論
的
問
題

そ
の
後
の
急
速
な
意
識
の
科
学
の
進
歩
か
ら
、
脳
神
経
科
学
の
研
究
に
従
事
す
る
研
究
者
は
、
従
来
、
私
た
ち
が
漠
然
と
考
え
て
き

た
素
朴
心
理
学
的
な
心
骨
b

識
の
理
解
は
、
脳
の
俄
造
機
能
と
、
相
容
れ
な
い
部
分
が
大
き
い
こ
と
に
気
づ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
部
分
に
つ
い
て
は
、
二
O
O九
年
の
州
都
で
説
明
し
て
い
る
の
で
制
愛
す
る
が
、
ご
く
簡
単
に
ま
と
め
れ
ば
、
脳
科
学
的
な
、
脳
の

「私
」
は、

「
複
数
が
並
行
し
て
存
在
、
不
連
続
、
境
界
が
不
鮮
明
」
な
ど
の
特
徴
を
持
ち
、
「
辿
続
し
て
、
品
に
変
わ
ら
な
い
附

中
の
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一
2
-

一
の
私
」
と
い
う
感
覚
と
は
大
き
く
異
な
る
。

別
の
例
と
し
て
、
「
私
」
の
特
異
性
を
示
す
も
の
と
し
て
、
「
ク
オ
リ
ア
」
と
い
う
一
言
葉
が
あ
る
[
お
]
。
例
え
ば
、
私
た
ち
は
、
赤

い
リ
ン
ゴ
を
兄
た
時
に
、
市
に
「
亦
い
」
と
「
リ
ン
ゴ
」
と
い
う
認
知
以
外
に
、
純
々
の
感
覚
を
持
ち
、
そ
の
感
，
'
比
こ
そ
が
、
こ
の
刊

界
の
中
で
の
経
験
に
、
生
き
生
き
と
彩
り
を
添
え
て
い
る
と
い
う
。
人
間
と
同
じ
よ
う
に

「
赤
い
リ
ン
ゴ
」
を
「
赤
い
リ
ン
ゴ
」
と
認

識
で
き
る
ロ
ポ
y
卜
を
作
っ
て
も
、
こ
の
感
覚
を
持
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
の
だ
。
と
こ
ろ
が
、

人
間
の
脳
の
中
に
は
、

い

わ
ゆ
る
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
細
胞
」
が
存
在
す
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
あ
る
被
検
者
の
一
つ
の
神
経
細
胞
は
、
ヱ
丘
一
内

田
E
ミ
と
い
う
女
性
俳
優
の
さ
ま
さ
ま
な
写
真
ゃ
、
彼
女
が
キ
ヤ

y
ト
ウ
ー
マ
ン
に
変
装
し
た
写
真
、
さ
ら
に
は
、
「
ヱ
包
一
内
田

ql

ミ
」
と
い
う
文
字
に
も
反
ーんし
た
と
い
う
[
却
]
。

こ
の
こ
と
は
、
あ
る
日
間
の
凶
辿
性
を
持
っ
た
概
念
が
、

一つ

の
神
経
細
胞
の
興
対
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
、
例
え

ば
、「
赤
い
リ
ン
ゴ
」
を
見
た
時
に
も
、
た
く
さ
ん
の
関
連
す
る
神
経
団
路
が
活
性
化
し
て
、
潜
在
意
識
下
で
、
種
々
の
記
憶
情
動

が
想
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
そ
れ
こ
そ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
感
ず
る
ク
オ
リ
ア
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
ロ
ボ

y
ト
は
、
「
赤

い
リ
ン
ゴ
」
を
凡
て
も
、
言
語
的
に
「
赤
い
リ
〆
ゴ
」
と
認
識
す
る
だ
け
で
、
そ
の
他
の
こ
と
を
想
起
し
な
い
と
、
多
く
の
人
は
考
え

る
か
ら
、
ロ
ボ
ッ
ト
は
「
心
を
持
た
な
い
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
将
来
的
に
、
例
え
ば
、
日
機
能
の
ロ
ボ
ァ
卜
が
品
川
ら

れ
、
ド
ラ
え
も
ん
の
よ
う
に
、
感
情
の
起
伏
に
当
た
る
機
能
を
持
ち
、
さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
と
、
た
く
さ
ん
経
験
を
し
た
記
憶
を
持

て
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
、
「
赤
い
リ
ン
ゴ
」

を
見
せ
た
時
に
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
全
て
の
思
い
出
の
巾
か
ら
、
感
情
に
彩
ら
れ
た
経

験
を
語
っ
た
と
し
た
ら
、
単
に
、

金
属
で
で
き
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
「
ク
オ
リ
ア
を
持
た
な
い
」
と
言
い
切
れ

る
の
で
あ
ろ
う
か
フ

白
山
窓
志
に
つ
い
て
は
、
有
名
な
リ
ベ

y
ト
の
実
験
が
波
紋
を
投
げ
か
け
た

[7
]。
こ
の
研
究
で
は
、
被
検
者
は
、
円
板
状
を
回

転
す
る
光
を
見
な
が
ら
、
あ
る
瞬
間
に
指
を
動
か
す
と
い
う
「
意
思
決
定
」
を
行
い
、
そ
の
時
の
光
の
位
置
を
報
告
す
る
。
こ
の
時
、

「
意
思
決
定
」
を
し
た
後
、

一
0
0
1
一
一0
0
ミ
リ
秒
後
に
指
は
動
く
が
、
脳
の
巾
の
活
動
を
計
測
す
る
と
、
思
思
決
定
の
三
0
0
1
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五
0
0
ミ
リ
秒
程
度
前
に
は
、
既
に
活
動
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

「意
思
決
定
が
意
識
に
上
る
前
に
、
脳
は
意
思
決
定
を
し

て
い
る
」
こ
と
を
示
す
。
つ
ま
り
、
意
識
に
上

っ
た
瞬
間
に
は
行
動
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
の
行
動
は
無
意
識
の
う
ち
に
決

定
さ
れ
て
お
り
、
意
識
は
そ
れ
を
後
か
ら
知
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
す
る
と
、
私
た
ち
は
、
自
由
意
志
に
基
づ
い
て
行
為
を
決
め

て
い
る
つ
も
り
で
は
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
脳
が
加盟
意
識
下
に
決
定
し
た
こ
と
を
、
意
識
し
て
追
認
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な

る
。こ

の
実
験
の
解
釈
は
様
々
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
大
禅
は
以
下
の
よ
う
に
論
評
し
て
い
る

[2]
。

そ
れ
は
、
決
断
の
瞬
間
で
は
な
く
、
決
断
し
た
こ
と
を
立
液
化
し
た
瞬
間
な
の
だ
。
決
断
そ
の
も
の
と
決
断
の
意
識
化
と
の
問
に
、
わ
ず

か
な
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
は
ず
だ
。
脳
科
学
の
実
験
が
取
り
出
し
た、

「
O

三
|
O

五
秒
」
と
い
う
時
間
は
、
こ
の
タ
イ
ム
ラ
グ
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
実
験
は
、
自
由
意
志
の
存
否
と
い
う
主
題
に
附
し
て
.
と
り
た
て
て
主
要
な
合
意
を
も
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
は
、
選
択
と
い
う
事
実
が
選
択
主
体
に
対
し
て
つ
ね
に
「
既
に
終
わ
っ
た
」
と
い
う
形
式
で
し
か
現
前
し
な
い
と

い
う
こ
と
を
、
ミ
ク
ロ
な
時
間
の
中
で
、
再
確
認
し
た
と
い
う
窓
味
は
あ
る
。
(
六
五
頁
)

し
か
し
、
最
近
行
わ
れ
た
そ
の
他
の
多
く
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
人
間
が
自
己
の
意
思
決
定
を
し
た
時
間
や
、
そ
の
根
拠
の
全
て
を
意

識
化
で
き
な
い
こ
と
に
は
疑
い
の
余
地
は
な
い
。
私
た
ち
が
自
由
立
志
と
考
え
て
い
る
も
の
は、

素
朴
心
到
↑学
的
な
見
方
と
は
、
か
な

り
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
雌
か
で
あ
る
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に
お
け
ば
、
脳
神
経
科
学
的
に
考
え
る
自
由
設
志
は
、
選
択
肢
の
存
在

と
い
う
外
的
環
境
条
件
の
存
在
に
対
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
経
験
に
基
づ
く
略
好
性
の
記
憶
と
、
そ
の
選
択
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
時
間
に

脳
内
で
行
わ
れ
る
選
択
に
附
す
る
ン
ユ
ミ
レ
ー
ン

ヨ
ン
の
重
み
付
け
の
結
果
、
あ
る
時
占
'
で
出
力
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
出
力
が
行
わ

れ
る
ま
で
の
閥
、
私
た
ち
は
、
考
え
た
り
迷
っ
た
り
し
て
い
る
と
感
じ
、
最
終
的
に
「
自
由
」
に
決
定
を
し
た
と
感
じ
る
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
点
は
、
や
は
り
下
記
の
よ
う
に
大
津
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

将来世代と密機・276第皿師



選
択
が
ま
さ
に
選
択
と
し
て
現
草
す
る
の
は
、
行
為
の
後
、
行
為
に
と
っ
て
の
未
来
で
あ
る
。
こ
の
事
実
か
ら
、
選
択
は
、
行
為
を
{一乍
J

の
相

(「
既
に
終
わ

っ
た
」
)
に
お
い
て
従
え
る

「
行
為
の
ト本来
」
に
所
以
し
て
い
る
、
と
凡
な
す
べ
き
か
?
「
汗
」
で
あ
る
。

選
択
が
行

為
を
「
完
了
」
の
相
に
お
い
て
と
ら
え
る
場
所
に
所
属
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
も
は
や
、
そ
れ
は
選
択
で
は
あ
り
え
な
い
か
ら
だ
。
選
択
が
可

能
で
あ
る
た
め
に
は
、
行
為
が
例
府
刊
を
市
び
た
も
の
と
し
て
、

(中帥町
)
不
叶
叫
ん
正
性
を
情
び
た
も
の
と
し
て
現
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
(
五
=一
向
)

な
お
、
こ
の
尖
験
を
抗
初
に
行
っ
た
リ
ベ
ァ
ト
は
、
円
分
の
似
の
決
定
が
定
泳
に
上
っ
た
後
、
実
際
に
行
動
を
行
う
ま
で
に
二
0
0

ミ
リ
秒
ほ
ど
時
間
が
あ
旬
、
そ
の
間
に
、
そ
の
行
動
を
中
止
す
る
、
つ
ま
り
拒
脊
織
は
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

私
た
ち
に
は
、
行
動
を
開
始
す
る
自
由
は
な
い
が
、
行
動
を
止
め
る
白
山
は
あ
る
こ
と
か
ら
、
決
定
で
は
な
く
否
定
の
消
極
的
な
自
由

が
あ
る
と
い
う
議
論
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
脳
の
機
能
と
し
て
、
「
場
」
と
い
う
考
え
方
を
示
し
、
例
え
ば
、
脳
の
一
部
を
切
り

取
っ
て
、
他
の
脳
の
部
位
と
直
接
の
接
触
が
な
い
状
態
に
し
て
も
、
そ
の
切
り
取
っ
た
部
分
の
彩
刑
判
が
、
他
の
部
分
に
及
ぶ
よ
う
な
可

能
性
を
示
し
、
そ
の
よ
う
な
形
で
、
脳
が
一
つ
の
「
意
識
」
を
持
つ
機
構
を
説
明
し
て
、
心
身
二
元
論
的
な
考
え
方
の
余
地
を
残
し
て

い
る

[
7
]
。
さ
ら
に
、
生
理
学
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
エ
ヌ
ク
ル
ス
も
、
脳
の
中
の
ど
こ
に
も
魂
の
入
り
込
む
局
所
的
な
場
所

は
な
い
こ
と
を
雌
認
し
た
上
で
、
「
心
的
な
も
の
H

魂
」
が
脳
の
神
経
全
体
の
機
能
を
訓
批
比
し
て
い
る
と
い
う
心
身
一

一元
諭
に
基
づ
く

若
佐
を
晩
年
発
表
し
て
い
る

[8]
。
こ
の
二
人
の
考
λ
方
は
、
私
円
身
は
全
く
受
け
入
れ
が
た
い
が
、
こ
の
よ
う
に
優
れ
た
自
然
科

学
白
た
ち
が
、
円
分
た
ち
が
発
H
比
し
た
こ
と
を
自
の
前
に
し
て
も
、
心
身
二一
正
論
は
有
定
し
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
大
変
興
味

が i束
、しい
か 。

し

脳
神
経
科
学
者
の
間
で
は
、
日
開
々
の
研
究
の
粕
川
市
を
そ
の
ま
ま
よ
出
に
解
釈
し
て
、
心
身
ニ
バ
論
を
再
定
す
る
与
え
お

コ
y
ホ
と
タ
リ

y
?
を
皮
切
り
に
急
述
に
広
が

っ
た
。
そ
し
て
科
学

E
が
、
心
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
社
会
に
対
し
て
発
伝
を
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
、
λ
ぱ
、
ロ
ポ
y
ト
研
究
者
の
前
野
は
、
『
脳
の
山中
に
、
な
ぜ
私
が
見
つ
か
ら
な
い
か
』
な
ど
の
脊
併
で
、
ま
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た
、
ダ
マ
シ
オ
は
、
ず
ば
り

『デ
カ
ル
ト
の
誤
り
』
と
い
う
革
申
告
な
ど
で
、
科
学
者
か
ら
見
た
、
心
身
二
元
論
の
問
題
占
'
を
叩
き
続
け

て
い
る

[
9
、
川
]
。

6 

哲

学

・
形
而
上
学
と
脳
神
経
科
学

・
認
知

科
学
の
融
合
的
発
展
と
脳
神
経
料
学
倫
理

脳
神
経
科
学
の
成
果
と
そ
の
影
響
は
、
単
に
生
物
学
医
学
な
ど
へ
の
応
用
に
留
ま
ら
ず
、
経
済
学
、
教
育
学
、
娯
楽
、
そ
し
て
司

法
分
野
な
ど
に
も
広
が
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
従
来
、
市
場
で
の
消
費
行
動
の
分
析
は
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
従
来
の
心
理
学
的
手
法

を
用
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
脳
機
能
の
測
定
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
消
費
者
が
商
品
を
選
択
す
る
時
に
、
実
は
本
人

が
意
識
し
て
い
る
こ
と
と
は
異
な
る
型
由
で
、
そ
の
商
品
を
選
ぶ
こ
と
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
従
来
法
で
訓
べ
る
の

で
は
な
く
、

脳
を
直
接
調
べ
て
商
品
開
発
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
分
野
で
あ
る
ニ
ュ

l
ロ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
作
ら
れ
、
経
済
学
の
中

に
も、

ニ
ュ

l
ロ
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
と
い
う
分
野
が
で
き
た

[I
]。

教
育
分
間
で
も
、
練
溜
の
成
果
を
テ
ス
ト
な
ど
の
占
'
数
で
定
住
化
す
る
の
で
は
な
く
、
脳
の
特
定
の
部
位
の
活
性
化
で
定
品
化
す
る

よ
う
な
印刷
究
や
、
脳
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
脳
ト
レ
」
が
流
行
し
、
ニ
ュ

l
ロ
エ
デ
ュ
ケ

l
ン
ョ
ン
と
い
う
分
野
が

発
展
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
娯
楽
に
結
び
つ
け
る
附
に
は
、
ニ
ュ

l
ロ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
な
ど
、
社
会
の
中
に
、

脳
、
あ
る
い
は
ニ
ュ

l
ロ
で
始
ま
る
言
葉
は
氾
濫
し
て
い
る
。

ま
た
、
哲
学
形
而
上
学
側
で
も
脳
神
経
科
学
認
知
科
学
の
知
見
を
取
り
入
れ
る
試
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る

[
日
l
m
]。
こ
の

よ
う
に
脳
神
経
科
学
が
社
会
に
広
が
る
中
で
、
学
問
と
し
て
の
倫
迎
の
雌
立
が
急
務
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
学
際
的
な
ニ
ュ
ー

ロ
エ
シ
ッ
ク
ス
と
い
う
学
問
分
野
も
作
ら
れ
た
。

ニ
ュ
ロ
エ
ン

y
ク
ス
は
、
そ
の
第
一
人
者
で
あ
る
マ
イ
ケ
ル
ガ
ザ
ニ
ガ
は
、
以
下
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る

[日
]。
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私
は
脳
神
経
倫
理
学
を
こ
う
定
義
し
た
い

l
l病
気
、
正
常
、
死
、
生
活
習
慣
、
生
活
哲
学
と
い
っ
た
、
人
々
の
健
康
や
幸
福
に
か
か
わ

る
問
題
を
、
ト
ム
け
と
な
る
脳
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
知
識
に
恭
づ
い
て
考
察
す
る
分
野
で
あ
る
、
と
。
脳
神
経
倫
剛
山
学
は
治
療
法
を
附
制
定

す
る
学
問
で
は
な
い
。
個
人
の
責
任
を
、
で
き
る
だ
け
広
い
村
会
的
、
生
物
学
的
視
占
か
ら
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
だ
脳
神
経
倫

m学

は
‘
脳
か
ら
俳
ら
れ
た
知
礼
に
基
づ
く
人
生
村
?
を
模
索
す
る
研
究
分
肝
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
う
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い

脳
神
経
倫
理
学
の
当
初
の
射
程
は
、
「
脳
神
経
科
キ
」
を
進
め
て
い
〈
時
の
倫
理
を
考
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
脳
神
経
科

与
の
対
象
で
あ
る
脳
が
、
倫
刑
刊
を
与
え
る
終
日
で
あ
る
が
飲
に
、
倫
血
の
脳
神
経
科
学
的
基
盤
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
も
、
川
村
純
利

口
T
で
は
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
断
神
経
科
学
の
倫
理
」
と
と
も
に
、
「
倫
理
の
脳
神
経
科
学
」
も
、
脳
神
経
倫
理
学
の
射
程
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
占
。
に
つ
い
て
も
、
ガ
ザ
ニ
ガ
は
著
舎
の
中
で
、
以
下
の
二
点
の
き
わ
め
て
重
要
な
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。

2 

脳
神
経
科
学
は
、
ひ
と
つ
の
き
わ
め
て
重
要
な
事
実
を
教
え
て
く
れ
る
。
脳
は
何
か
を
信
じ
た
が
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。

道
徳
上
の
問
題
で
難
し
い
選
択
を
迫
ら
れ
た
と
き
、
す
べ
て
の
人
聞
が
生
物
と
し
て
同
じ
反
応
を
一
不
す
、
つ
ま
り
人
聞
の
脳
に
は
あ
る

値
の
倫
理
感
が
も
と
も
と
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
年
え
方
を
弘
は
支
持
し
た
い
。

こ
れ
ら
の
指
摘
は
、
倫
到
そ
の
も
の
が
、
脳
の
機
能
に
似
ざ
し
て
、
倫
即
が
白
扶
…
化
で
き
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る

7 

脳

神
経
科
学

の

発
展
と
社
会
的
附
紛
糾

以
上
の
よ
う
に
忽
述
に
発
脱
し
て
き
た
脳
神
続
料
守
で
あ
る
が
、

観
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
。

一

般
社
会
に
お
い
て
、

し
か
し
、

現
状
で
は
、
そ
の
進
脱
が
、
形
而
上
学
で
議
論
さ
れ
て
き
た
人
間

哲
年
的
思
考
が
、
素
利
心
理
学
に
基
づ
く
社
会
慣
習
宗
教
的
思
考

脳神経科学の現在と将来279.賓110.



を
凌
駕
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
脳
科
学
は
そ
の
人
口
に
紛
失
し
や
す
い
性
質
か
ら
、
社
会
に
対
す
る
彩
響
が
、
よ
り

大
き
い
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
ど
ん
な
に
進
歩
し
て
も
心
を
持
つ
こ
と
な
ど
な
い
と
言

い
切
る
人
で
あ

っ
て
も
、
非
常
に
粉
巧
に
竹
ら
れ

た
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
と
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
次
第
に
、
そ
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
に
対
し
て
親
近
感
を
持
ち
、
人
間
と
同
じ
よ
う
に
扱
う

よ
う
に
な

っ
て
し
ま
う
と
言
う
。
そ
の
よ
う
な
経
験
は
、
心
に
対
す
る
素
朴
な
見
方
を
揺
ら
す
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
心
を
読
む
こ
と
な

ど
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
人
で
も
、
脳
機
能
を
計
測
し
な
が
ら
、
じ
ゃ
ん
け
ん
を
し
て
、
毎
回
必
ず
負
け
る
経
験
を
し
た
り
、
自
分

で
は
意
識
で
き
な
い
情
報
を
脳
か
ら
取
り
出
す
研
究
に
よ

っ
て
、
自
分
で
は
思
い
出
せ
ず
、
忘
れ
て
い
た
情
報
を
、
自
分
の
脳
か
ら
取

り
出
す
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
す
れ
ば
、
意
識
に
上
る
自
己
の
心
に

つ
い
て
の
疑
念
を
持
ち
始
め
る
で
あ
ろ
う
。

自
然
科
学
は
、
宗
教
的
な
神
の
存
在
を
否
定
し
た
次
に
は
、
私
た
ち
の
心
の
存
在
も
否
定
し
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
ず
、
そ
れ
が
社

会
に
浸
透
す
れ
ば
、
従
来
の
価
値
観
に
大
変
動
が
起
き
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
脳
神
経
科
学
者
が
、
特
に
社
会
に
対
し
て
新
し
い
知
見
を
発
信
す
る
際
に
は
、
現
在
の
社
会
の
基
盤

に
な
っ
て
い
る
、
む

意
識
に
対
す
る
見
方
、
私
自
己
に
対
す
る
見
方
に
、
大
き
な
彩
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
、
充
分

に
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
、
脳
科
学
的
知
見
を
判官
会
に
お
け
る
、

一
元
論
的
視
点
と
二
元
論
的
な
視
占
の
対
立
の
緩

和

解
消
に
活
用
で
き
る
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
脳
神
経
科
学
が
社
会
の
人
間
観
伽
値
観
に
対
し
て
与
え
る
影
響
は
、
将

来
、
大
き
く
な
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
、
取
り
も
直
さ
ず
、

脳
神
経
科
学
者
の
社
会
的
責
務
が
大
き
く
な
る
こ
と
を
意

味
す
る
だ
ろ
う

[げ
]。

8 

将
来
展
望

素
朴
心
理
学
的
な
人
間
観
が
拙
慣
れ
た
時
、
何
が
起
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
?

第

2
節
に
述
べ
た
よ
う
に
、
人
間
は
そ
も
そ
も
生
得
的
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に
自
分
や
他
者
に
心
が
あ
る
と
考
え
る
よ
う
な
思
考
様
式
を
持
っ
て
お
り
、
「
向
分
が
存
在
す
る
」
と
い
う
感
，比
は
、
た
と
え
い
く
ら

そ
れ
が
錯
覚
か
も
し
れ
な
い
と
理
性
的
に
納
得
し
て
も
、
実
感
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
信
原
ら
に
よ
れ
ば
、
決
定
論
的
な
見

方
が
広
が
る
と
、
即
物
的
な
価
値
観
が
支
配
し
、
犯
罪
が
同
唱
え
る
な
ど
の
思
彩
響
が
あ
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
[
げ
]
。

ま
た
、
素
村
心
理
学
的
な
私
た
ち
の
見
方
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
は
、
ど
の
よ
う
な
人
間
観
が
あ
り
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
フ
哲
学
者

の
河
野
哲
也
は
、
生
態
心
理
学
(
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
心
理
学
)
の
中
に
新
た
な
人
間
観
の
可
能
性
を
見
出
し
て
い
る
[
問
、山口
]。

紙
同
的
に
も
僚
者
の
力
泣
か
ら
も
、
こ
こ
で
詳
述
す
る
の
は
不
可
能
だ
が
、
ご
く
簡
単
に
紹
介
す
れ
ば
、
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
と
は
、

環
境
と
生
物
の
附
係
性
を
表
す
言
"楽
で
あ
り
、
生
物
か
ら
見
た
時
に
、
環
境
の
中
に
知
覚
す
る
も
の
が
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
で
あ
る
。
従

来
の
心
型
学
で
は
、
主
体
は
環
境
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
独
立
に
有
在
し
、
そ
れ
が
環
境
と
相
互
作
用
す
る
と
考
え
て
い

た
。
こ
の
考
え
方
に
基
づ
け
ば
、
内
而
的
な
心
を
仮
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
ア
フ
ォ

ー
ダ
ン
ス
の
考
え
方
で
は
、
生

物
は
環
境
か
ら
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
ず
、
環
境
と
の
関
係
の
中
で
し
か
、
生
物
側
に
知
党
が
「
存
在
し
な
い
」
。
つ
ま
り
、
環
境
が

振
け
れ
ば
、
「
む
」
も
「
意
識
」
も
存
在
し
な
い
。

た
と
え
ば
、
人
が
歩
い
て
き
て
崖
に
近
づ
け
ば
、
日
記
が
す
く
ん
で
怖
く
な
り
、
歩
く
の
を
や
め
て
立
ち
止
ま
り
、
務
ち
な
い
で
す

む
。
こ
の
現
象
を
、
従
来
の
科
学
で
は
、
視
r'比
情
報
が
悦
党
軒
に
入
り
、
そ
れ
が
崖
で
あ
る
と
認
識
し
、
そ
の
認
識
に
基
づ
い
て
、
落

ち
る
と
怖
い
と
感
じ
た
か
ら
、
立
ち
止
ま
っ
た
と
解
釈
す
る
。
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
を
閉
い
る
と
、
こ
の
現
象
は
、
「
崖
は
、
す
く
み
を

7

7
ォ

ド

す

る

」
と
解
釈
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン

ス
に
は
、
視
覚
は
「
不
安
」
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
こ
の

人
が
盲
人
だ
っ
た
ら
、
崖
に
気
づ
か
ず
に
落
ち
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
?
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
盲
人
な
ら
、
例
え
ば
杖
を
附
い
て

援
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
、
や
は
り
足
が
す
く
ん
で
歩
け
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
使
わ
れ
る
情
報
は
、
視
覚
と
手
の
感
覚

で
、
全
く
モ
ダ
リ
テ
ィ
が
異
な
る
が
、
し
か
し
、
産
と
人
間
の
関
係
性
は
同
じ
で
あ
り
、
「
す
く
ま
せ
る
」
だ
け
で
充
分
で
あ
る
。
そ

し
て
大
切
な
こ
と
は
、
「
す
く
む
」
と
い
う
心
の
内
面
の
状
態
を
作
り
出
す
た
め
に
は
「
崖
」
と
い
う
環
境
が
必
須
で
、
「
山
崖
」
が
な
け

れ
ば
「
す
く
む
」
と
い
う
「
心
」
も
存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
発
想
の
転
換
を
行
う
こ
と
で
、
従
来
の
心
現
学
や
神
経
科
学
で
は
抜
け
落
ち
て
い
た
視
野
が
聞
け
る
。
た
と
え
ば
、
人

間
は
目
が
二
つ
あ
る
の
で
立
体
視
で
き
る
と
通
常
は
考
え
る
が
、
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
の
視
点
か
ら
は
、
目
は

一
つ
で
も
、
何
の
問
題
も

な
く
、
刊
の
中
の
物
体
は
全
て
三
次
元
配
位
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
動
物
が
物
を
見
る
と
き
に
、

一
瞬
だ
け
と
一言
、つ
こ
と
は
な
く
、
{9
}
 

普
通
は
自
分
が
励
き
な
が
ら
、
目
を
動
か
し
な
が
ら
見
る
の
で
、
た
と
え
片
山
山
で
あ
っ
て
も
、
問
題
な
く
前
後
関
係
が
把
雌
で
き
る
。

こ
う
考
え
る
と
、
私
た
ち
の
日
常
的
な
行
為
の
す
べ
て
は
環
境
の
中
に
あ
る
ア
フ
ォ

ー
ダ
ン
ス
と
の
対
話
で
行
わ
れ
、
特
に
人
間
に

と
っ
て
最
も
重
要
な
ア
フ
ォ

1
ダ
ノ
ス
は
、
他
者
で
あ
る
他
の
人
間
の
存
在
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
他
者
が
与
え
て
く
れ
る
ア
フ
ォ
ー

ダ
ン
ス
を
知
覚
す
る
こ
と
で
、
自
己
の
存
在
を
敵
立
し
て
い
る
。
そ
の
な
味
で
、
私
た
ち
の
心
は
他
者
を
含
む
環
境
の
中
に
存
在
す
る

こ
と
に
な
る
。

現
状
で
は
、
ま
だ
そ
の
試
み
は
完
成
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
河
野
は
さ
ら
に
進
ん
で
、
こ
の
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
の
考
え
方
に

基
づ

い
て
、

自
然
化
し
た
倫
理
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
〔
却
]
。

脳
神
経
科
学
も
、
従
来
は
、
単

一
の
倒
体
レ
ベ
ル
で
の
研
究
を
す
る
の
が
や

っ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
、
個
体
問
の
相

互
作
用
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
社
会
脳
」
と

い
う
一
言
葉
も
作
ら
れ
て
い
る
[
引
]
。
こ
の
よ
う
な
方
向
で
の
発
展
が
、
現
在
、

失
わ
れ
つ

つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
「
心
」
の
あ
り
か
の
問
題
に
も
、
何
と
か
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

故
後
に
、
本
山
の
主
題
の

一
つ
で
あ
る
「
幸
福
概
念
の
再
検
討
」
に
、
脳
神
経
科
学
の
発
展
は
ど
の
よ
う
な
役
制
を
来
た
し
う
る
だ

ろ
う
か
つ
現
代
の
日
本
は
、
所
得
格
差
の
拡
大
、
低
所
得
同
の

m加
や
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
問
題
が
注
目
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、

基
本
的
に
は

一
定
レ
ベ

ル
の
経
済
的
物
質
的
な
充
足
は
待
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
高
度
成
長
時
代
が
終
わ
り
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
経

済
停
滞
則
に
入

っ
て
、
叫
に
二
O
年
が
過
ぎ
、
物
質
而
よ
り
も
、
制
神
而
の
、
そ
し
て
λ
ピ
リ
チ
ユ
ア
ル
な
幸
儒
が
重
視
さ
れ
る
時
代

だ
と
言
っ

て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
内
而
の
幸
稲
は
、
客
倒
的
に
測
定
で
き
る
収
入
や
財
産
な
ど
で
は
な
く
、
主
観
的
に
し
か
測

れ
な
い
も
の
で
幸
福
が
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
序
章
で
高
橋
が
指
摘
し
て

い
る
「
幸
福
槻
念
の
主
観
化
」
と
呼
べ
る
。

し
か
し
、
本
章
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
「
主
観
」

あ
る
い
は

「自
己
」
を
作
り
出
す
と
、
多
く
の
人
が
漠
然
と
考
え
て
き
た
脳
を
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調
べ
て
も
、
ど
こ
に
も
「
自
己
」
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
脳
神
経
科
学
の
結
果
の
一
つ
の
解
釈
で
あ
る
。
人
間
は

「自

己
」
の
非
存
在
を
簡
単
に
納
得
で
き
な
い
こ
と
も
確
か
だ
が
、
私
た
ち
は
科
学
の
進
歩
に
伴
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
の
解
釈
を
変
え

て
き
た
と
い
う
而
も
あ
る
。
例
え
ば
、
夢
を
見
て
い
る
時
に
「
金
縛
り
」
に
な
る
こ
と
は
、
ど
の
文
明
に
お
い
て
も
、
祖
先
の
霊
の
存

在
な
ど
と
結
び
付
け
て
解
釈
さ
れ
て
き
た
が
、
レ

ム
阪
限
の
発
見
に
よ
り
科
学
的
に
制
組
み
が
解
明
さ
れ
て
し
ま
っ
た
後
は
、
金
縛
り

の
神
秘
的
な
解
釈
は
、
宗
教
の
此
界
に
し
か
残
り
え
な
い
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
‘
「府
己
」
の
存
在
に
つ
い
て
も
、
非
可
机
的
で
、

外
部
か
ら
は
不
可
侵
の
私
岱
的
な
も
の
で
は
な
く
、
環
境
や
他
者
と
の
相
互
作
用
の
中
で
、
相
対
的
に
形
成
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
と
み

な
す
考
え
方
が
、
主
流
に
な
っ
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
河
野
ら
が
批
判
す
る
よ
う
な
過
剰
な
心
理
主
義
の
傾
向
は
弱

ま
り

[ゆ
]、
そ
の
結
果
と
し
て
、
現
在
の
幸
福
概
念
と
は
具
な
る
幸
一
制
服
念
が
主
流
に
な
る
可
能
性
は
あ
る
。
そ
の
時
の
幸
制
概
念

は
、
現
在
の
個
人
の
内
面
に
主
観
化
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
金
銭
や
地
位
な
ど
人
間
の
外
部
に
客
観
化
し
た
も
の
で
も
な
く
、

自
己
と
他
者
と
の
関
係
性
の
中
に
存
在
す
る
も
の
、
敢
え
て
言
え
ば
「
問
主
観
化
」
し
た
も
の
に
な
る
と
よ
い
と
、
筆
者
は
願
う
。

補
遺
一
自
然
刺
学
者
の
社
会
に
対
す
る
立
務

本
草
準
備
中
の
ご
O
一
一
4
二一
月

一
一

uに
、
京
日
本
大
震
災
と
大
津
波
が
起
こ
り
、
多
数
の
人
命
が
失
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
多
数
の
人
が
放
射
線
に
よ
る
健
政
被
害
に
対
す
る
恐
怖
を
感
じ
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
将
来
を
展
望
す
る
本
舎
の
役
割
と
し
て
、
こ

の
災
害
に
つ
い
て
も
触
れ
て
欲
し
い
と
い
う
要
請
が
あ
っ
た
。
た
だ
、
本
稿
の
脳
神

経
科
学
の
内
符
を
凶
接
結
び
つ
け
る
の
は
雌
し
い
の
で
、
今
回
、
乍
者
自
身
が
附
与
し
て
考
え
た
こ
と
を
補
足
さ
せ
て
頂
く
。

今
回
の
誕
災
で
は
、
地
提
津
波
そ
の
も
の
の
被
告
の
大
き
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
原
発
事
故
か
ら
の
放
射
性
物
質
拡
散
に
よ
る

影
響
も
大
き
く
、
現
在
も
続
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
原
発
事
故
や
放
射
能
汚
染
に
つ
い
て
、
種
々
の
情
報
が
飛
び
交
っ
て
い
る
。
特

に
、
現
代
の
特
徴
と
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
だ
け
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
フ
リ
l
ジ
ャ
ナ
リ
ス
ト
や
、

一
般
の
個
人
レ
ベ
ル
か
ら
の
情
報
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が
、
ブ
ロ
グ
や

Y
イ
ァ
タ
ー
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ァ
ト
を
介
し
て
拡
散
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
物
理
学
者
や
医
学
者
も
多
く
含
ま
れ
、

医
師
で
あ
る
私
自
身
も

一
定
の
情
報
の
提
供
を
行

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
放
射
線
に
よ
る
他
康
被
害
、
特
に
多
数
の
人
口
が
低
谷
公
の
放
射
線
に
峨
践
し
た
場
合
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
科
学
的
証

拠
が
非
怖
に
少
な
く
、
そ
の
解
釈
に
は
価
値
観
が
入
る
余
地
が
大
き
い
。
ま
た
、
解
釈
の
結
果
が
、
社
会
に
与
え
る
影
響
に
も
英
大
な

も
の
が
あ
る
。
最
近

(二

O
一一

年
九
月
)
に
な
り
、
当
時
首
相
だ
っ
た
背
直
人
氏
が
、
事
態
が
悪
化
す
れ
ば
東
京
を
含
む
三

0
0
0

万
人
の
越
鰍
が
必
袈
と
な
る
可
能
性
も
考
え
て
い
た
と
話
し
た
が
、
避
仙
慨
が
必
要
と
判
断
す
る
基
準
を
少
し
変
え
る
だ
け
で
、
阿
川
併
を

受
け
る
人
口
の
数
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
は
明
白
で
、
そ
の
判
断
が
日
本
と
い
う
圏
全
体
、
さ
ら
に
は
位
界
全
体
に
ま
で
大
き
な
影

響
を
与
え
る
。
今
回
、
現
実
と
し
て
特
に
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
避
難
指
定
区
域
外
の
福
島
市
な
ど
で
高
い
放
射
能
レ
ベ

ル
が
観
察
さ

れ
、
そ
れ
に
対
し
て
、
文
部
科
学
省
が
子
ど
も
の
被
爆
査
に
対
し
て
発
表
し
た
年
間
二

0
ミ
リ
シ

l
ベ
ル
ト
と
い
う
基
準
値
で
、
こ
れ

が
大
き
な
議
論
を
巻
き
起
こ
し
た
。
こ
の
基
準
値
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、

い
わ
ゆ
る
科
学
的
知
識
だ
け
で
は
、
到
」
低
判
断
で
き

る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
事
故
直
後
の
情
報
不
足
、
被
害
予
測
の
甘
さ
か
ら
、
政
府
を
含
む
公
的
な
情
報
に
対
す
る
不
信

感
、
専
門
家
に
と
っ
て
も
初
め
て
で
、
不
確
定
要
素
の
大
き
い
状
況
の
中
で
、
リ
ス
ク
の
見
積
も
り
の
幅
が
、
極
端
に
大
き
く
な
っ

た
。
現
在
の
東
京
都
内
の
レ
ベ
ル
の
、
非
常
に
低
線
誌
の
放
射
線
で
も
健
康
被
害
が
あ
る
と
い
う
、
危
機
感
を
煽
る
よ
う
な
情
報
も
流

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
科
学
者
の
持
つ
科
学
知
識
を
、
ど
の
よ
う
に
社
会
に
提
供
す
る
の
か
と
い
う
、
情
報
の
提
供
の

し
か
た
が
、
非
情
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

科
学
者
が

「科
学
的
に
正
し
い
」
と
考
え
て
い
る
知
総
方
法
は
、
実
は
社
会
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
私
自
身
も
含

め
て
、

個
々
の
科
学
者
が
持
つ

「科
学
的
定
見
」
に
は
、
個
人
と
し
て
の
「
信
念
」
が
深
い
影
響
を
与
え
る

[初
]。

こ
の
こ
と
は
本

稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
心
身

一
元
論
的
世
界
観
と
心
身
二
元
論
的
世
界
観
の
迎
い
に
も
通
ず
る
が
、
科
学
者
の
多
く
は
、
漠
然
と
で
は

あ
る
が
、
「
客
観
的
事
実
」
の
存
在
を
信
じ
が
ち
で
、
自
分
の
知
識
が
「
揺
る
ぎ
の
な
い
事
実
で
は
な
い
」
こ
と
を
忘
れ
が
ち
で
あ
る
。

私
も
、
医
仰
と
し
て
、
科
学
的
知
識
に
基
盤
を
置
く

「
医
学
」
と
、
忠
者
さ
ん
の
価
値
観
を
基
盤
に
お
く
「
医
療
」
を
分
け
て
考
え
て
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き
た
[
引
]
。
医
学
に
対
し
て
は
「
正
し
い
」
が
、
医
療
に
対
し
て
は
「
良
い
」
が
判
断
基
準
に
な
る
。
と
こ
ろ
が、

こ
の
よ
う
な
考

え
方
が
、
そ
も
そ
も
心
身
二
元
論
的
で
あ
り
、

二
つ
の
形
容
詞
も
容
易
仁
分
離
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
科
学
者
は
、
科
学
の
正
し
さ

に
対
し
て
も
謙
虚
に
な
る
べ
き
こ
と
を
再
認
識
し
た
。
そ
の
意
味
で
、
「
正
し
い
」

科
学
知
識
を
、

「
良
い
」
結
果
を
も
た
ら
す
よ
う

に、

相
会
に
伝
え
る
こ
と
が
、
科
学
者
の
責
務
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

「
良
い
」
を
判
断
す
る
相
会
の
巾
の
価
値
基
準
を
、
科
学

者
の
側
も
、

普
段
か
ら
深
く
認
識
を
し
て
い
く
必
要
性
を
痛
感
す
る
。

h
3

h
ノ

ベ
ノ

噌」

j
4
4
1
』

山
口
然
科
学
を
専
門
と
し
て
き
た
人
間
に
と

っ
て
、
特
に
哲
学
の
論
文
を
性
く
の
は
大
変
に
荷
が
重
い
。
白
蛇
科
学
、
特
に
生
物
学
や

医
学
の
分
間
判
で
は
、
狭
い
専
門
領
域
に
お
い
て
、
ど
の
部
分
が
最
先
端
な
の
か
を
知
る
こ
と
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
。
特
に
昨
今
の
急

速
に
進
む
分
子
生
物
学
分
野
に
お
い
て
は
、
数
年
前
の
知
見
が
、
も
う
既
に
古
く
、
知
る
必
要
さ
え
な
い
こ
と
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

新
し
い
知
見
を
得
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
何
が
新
し
い
の
か
を
知
る
こ
と
や
、
何
が
わ
か
っ
て
い
な
い
の
か
を
知
る
こ
と
は
、

松
新
の
矧
誌
を
読
む
だ
け
で
も
、
比
較
的
存
易
で
あ
る
。

し
か
し
、
哲
学
の
世
界
で
は
、
長
い
歴
史
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
あ
る
概
念
が
ど
の
程
度
の
議
論
を
さ
れ
て
き
て
い
る
の
か
、
設
の
、

と
の
議
論
が
、

そ
の
概
念
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
、

そ
も
そ
も
、
そ
れ
が
問
題
な
の
か
ど
う
か
も
、
灘
解
で
あ
る
。

最
先
端
に

い

る
人
の
思
想
を
理
解
す
る
だ
け
で
も
大
変
な
作
業
で
あ
り
、
理
解
し
た
時
に
は
、
既
に
世
の
中
は
進
ん
で
い
て
、
な
か
な
か
追
い
つ
か

な
い
と

い
う
の
が
、
こ
の
批
界
な
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
わ
か
っ
た
だ
け
で
も
、

私
自
身
に
は
、
哲
学
の
世
界
に
首
を
突
っ
込
ん
だ
意
義

も
あ
っ
た
。

と
い
う
わ
け
で
、
本
章
は
、

勉
強
過
程
の
途
中
経
過
に
過
ぎ
な
い
が
、

る
。

一
つ
の
ま
と
め
と
し
て
、
恥
を
忍
ん
で
世
に
出
す
こ
と
と
す

脳神経科学の現在と将来285・第 10章



注(
l
)

本
草
執
筆
中
に
開
催
さ
れ
た
日
本
神
経
科
学
会
(
」
昌
吉

Z命
F=
E
E
2
2
m
o
E吾
)
の
第
三
四
回
芋
術
大
会
(
二

O
一一

年
、
大
会
長
大
間
典

子
)
の
副
題
は
、
「
こ
こ
ろ
の
脳
科
学
」
で
、
そ
の
英
訳
は
「
Z
E
5
8
3
n
m
O『
戸

Z
E
E内
乙
で
あ
る
。
E
5乱
と
い
う
E
n

業
が
、
自
然
科
学
の
世
界

で
は

m
ワ
1
ド
と
問
問
で
呼
ば
れ
て
い
た
時
代
が
つ
い
最
近
ま
で
あ

っ
た
こ
と
や
、
学
会
的
正
式
名
と
刷
旭
で
同
じ
英
訴

(Z
E
g
o
s
z
)

の
H
本
時
間
が
、
神
経
科
学
と
脳
科
学
と
却
な
る
こ
と
が
、
科
学
界
の
現
状
を
よ
く
ま
し
て
い
る
。

(2
)
本
軍
は
、
文
献
明
記
に
発
表
し
た
、
能
者
の
前
稲
の
内
容
を
跨
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

(
3
)

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
二

O
一
O
年
五
月
九
日
の
記
事
、

↓
Z
Z
E
と
じ
p
o『
回
白

E
B
よ
り
。

}国内苦
¥
¥毛〆三〈

DZ
-E
omrnoヨ
¥
N
2
0
¥C
一印¥
c
mw¥
ヨ
mWEN-2里
、DU
A
U
釦

E
2
己
d

円ヨ一

(4
)
デ
カ
ル
ト
が
賊
し
た
脳
の
解
剖
図
を
み
る
と
、
左
右
の
日
か
ら
別
々
の
的
械
が
、
中
央
部
で
切
れ
て
い
る
左
右
の
大
脳
に
入
る
こ
と
を
理
解
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
、

二
つ
に
別
れ
た
情
報
が
ど
こ
か
で
統
合
さ
れ
る
島
市
女
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
椛
造
と
し
て
、
脳
の
深
部
の
中
央
部
に

一
つ
だ
け
存

在
す
る
松
仰
木
体
が
、

「
じ
の
中
心
」
の
座
と
し
て
い
か
に
も
お
設
え
向
き
の
場
所
に
見
え
た
と
思
わ
れ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
デ
カ
ル
ト
の
附
酬
の
ス

ケ
ッ
チ
は
、
現
在
的
知
識
で
見
て
も
、
か
な
り
写
実
的
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
松
果
体
は
、
実
際
よ
り
も
相
当
大
き
く
捕
か
れ
て
い
る
こ
と
で
、
彼
が
大

切
だ
と
考
え
た
構
造
が
、
彼
に
は
、
実
物
よ
り
大
き
く
見
え
た
、
つ
ま
り
、
デ
カ
ル
ト
が
、
自
分
の
考
え
の
バ
イ
ア
ス
に
引
き
ず
ら
れ
て
、
客
観
性
を

失
っ
て
い
た
可
能
性
が
考
、
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
脳
の
病
気
や
怪
我
に
よ
り
さ
ま
さ
ま
な
部
位
に
制
悔
を
も
っ
て
も
、
あ
る

一

m所
で
意
識
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
部
位
は
見
つ

か
っ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
思
考
を
行
う
部
位
と
考
え
ら
れ
る
前
頭
諸
に
つ
い
て
も
こ
こ
の
機
能
を
相
当
う
し
な
っ
て
も
、
性
幡
町
変
化
は
起
き
る

が
宜
識
や
多
く
の
記
憶
は
央
わ
れ
な
い
。
大
脳
皮
質
の

一
定
誌
が
機
能
し
て
い
れ
ば
立
棋
は
円
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
同
在
性
は
、
ほ
ほ

否
定
さ
れ
て
い
る
。

(5
)
カ
ン
ト
は
、
客
観
的
な
聞
界
的
存
在
を
仮
定
し
、
そ
れ
を
不
完
全
な
人
川
が
主
観
的
に
と
ら
え
る
と
考
え
た
が
、
フ
ッ
サ
l
ル
に
至
る
と
、

11間
と

昨世
相附
の
両
立
を
否
定
し
て
い
る
、
と
い
う
の
が
、
血
自
身
の
解
釈
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
表
現
を
し
た
。

(6
)
ク
リ
ヌ
ク
の
若
牲
に
つ
い
て
、
注

2
に
示
す
文
献
に
、
筆
者
は
、
以
下
の
よ
う
に
啓
い
た
。

D
N
A
の
構
造
決
定
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
畳
賞
し
た
ク
リ
y
ク
は
そ
の
苦
許

「驚
異
の
仮
況
」
で
、
自
分
の
仮
説
を
「
あ
な
た
|
|
つ
ま
り
あ
な

た
の
響
怒
哀
楽
や
心
情
や
希
望
、

n己
意
識
と
白
山
宜
む
な
ど

l
1
1
が
時
数
の
神
経
の
臨
ま
り
と
、
そ
れ
に
閃
迎
す
る
分
干
の
働
き
以
上
の
何
も
の

で
も
な
い
と
い
う
仮
説
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
士
に
は
、
既
に

一
定
の
価
値
観
が
読
み
取
れ
る
。
つ
ま
り
、
川
県
数
の
神
経
の
集
ま
り
が
作
り

出
す
も
の
は
、
そ
れ
以
外
の
「
何
か
」
よ
り
「
価
値
が
低
い
」
と
い
う
判
断
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
神
経
の
働
き
よ
り
も
「
価
値
の
高
い
」
何
か
が
、
世

界
に
は
存
在
す
る
と
い
う
従
来
の
価
値
観
の
否
定
で
あ
り
、
い
』が
二
元
論
的
な
も
の
で
は
な
い
と
す
る
と
、
「
心
」
の
価
値
が
夫
わ
れ
る
こ
と
を
意
味

将来世代と医療・286宮田部



す
る
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
ア
不
y
ト
は
、
「
そ
う
い
う
考
え
方
が
そ
も
そ
も
間
違
い
だ
」
と
指
摘
し
、
私
自
身
も
、

「
ー
と
の
恨
源
に
非
物
理
学
的
な

も
の
の

H
在
を
恕
定
し
な
く
て
も
、

「価
値
」
は
あ
る
と
担
え
る。

(7
)
ミ
ラ

l
ニ
ュ

l
ロ
〆
の
存
在
は
、
た
と
え
ば
、
「
手
を
伸
ば
し
て
え
さ
を
と
る
」
と
い
う
行
動
を
、
ぱ

b
ぱ
ら
の
行
動
の
集
合
で
は
主
く
、

一
定
の

ま
と
ま
り
を
持
っ
た
行
動
と
し
て
動
物
が
知
党
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、

4
仰
的
に
慌
倣
行
動
を
し
や
す
い
こ
と

(あ
っ
ち
む
い
て
オ
イ
と

い
う
遊
び
を
思
い
出
し
て
欲
し
い
)
も
説
明
す
る
。
さ
ら
に
、
最
近
で
は
、
社
会
脳
研
究
が
進
む
中
で
、
他
者
向
行
為
か
ら
半
品
、
」
と
、
あ
る
い
は
行

為
の
結
果
に
対
し
て
自
前
的
、
ま
た
は
他
倒
的
な
解
釈
を
行
う
か
な
ど
の
判
断
に
も
使
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が
ポ
さ
れ
て
い
る
。

(8
)
谷
淳
の
倍
近
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
ホ

1
ム
ベ

1
ジ
を
参
附
の
こ
と
。

理
化
学
研
究
所
脳
科
マ
総
合
研
究
七
ン
タ
ハ
什
淳
チ
ム

(動
的
認
知
行
動
)

言
召
¥
〉
主
主
ぐ
σ
E
5
2
w
oE
U
¥』℃
¥}l
E
E
E
ヨ一

(9)

ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
の
考
え
方
で
は
、
脳
だ
け
で
知
性
が
生
ま
れ
る
と
考
え
ず
、
例

え
ば
、
指
先
の
感
覚
そ
の
も
の
が
、
知
覚
に
重
要
な
役
割
を
果
た

す
と
考
え
て
い
る
。
実
際
、
前
近
の
脳
神
経
科
学
の
研
究
で
も
、
従
来
、
単
な
る
入

h
を
伝
え
る
だ
け
で
主
梢
と
す
J

え
ら
れ
て
い
た
感
党
川市
そ
の
も

の
が
姐
々
の
制
仰
を
受
け
る
こ
と
で
、

一
次
的
な
情
報
処
聞
を
行
い
、
学
明
日
記
憶
恒
常
性
維
持
な
ど
の
機
能
の

一
部
を
相
う
こ
と
が
一一
小
さ
れ
て

い
る
。
皮
膚
が
覚
え
て
い
る
、
街
先
で
考
え
る
、
な
ど
の
去
現
に
も
、
科
学
的
な
恨
惚
が
あ
り
、
脳
「
だ
け
」
が
心
を
生
み
出
す
の
で
は
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

(叩
)

私
自
身
の
情
相
川
世
供
に
つ
い
て
は
‘
以
下
町
プ
ロ
グ
を
事
問

。
恥
の
ブ
ロ
グ
は
、
通
常
、

一
つ
の
エ
ン
ト
リ
ー
を
読
む
人
散
は
、
せ
い
ぜ
い
数
百
人

の
レ
ベ
ル
だ
が
、
原
発
事
故
に
附
辿
す
る
エ
ン
ト
リ
ー
は
、
数
万
人
的
人
か
ら
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
、
山
川
相
琵
町
田
市
ぃ
聾
性
と
、
そ
れ
に
伴
、
っ
町
付
刊
を
感

ドし
df-

。
生
和
彦
の
メ
モ
ロ
グ

一
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戸
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匂

¥
¥
ω
-
O伶
℃
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肉
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文
献
[
l
]

悩
神
経
倫
開
学
|
|
理
論

f
 

[2
]

〈
自
由
〉
の
長
件
大
津
真
幸
(
若
)
講
談
社
、
二
O
O八
年

[3
]
D
N
A
に
魂
は
あ
る
か
|
|
驚
異
の
仮
説
フ
ラ
ノ
ン
ス
ク
リ
y
ク

(Z
て
中
開
英
臣

(訳
)
、
講
談
社
、

一
九
九
五
年

[4
]
立
怯
酬
の
探
求
ーー
ー
神
経
科
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
チ
ク
リ
ス
ト
フ
コ

y
ホ

(円
)
、
仁
谷
尚
嗣
金
井
良

K

(訳
)
円
減
件
出
、

[5
]

サ
プ
リ
ミ
ナ
ル
イ
ン
パ
ク
ト

l
l
m動
と
潜
夜
認
知
町
現
代
下
院
口
輔

(若
)
、
筑
摩
雪
印
、

二
O
O
八
骨

実
践
政
策
上
の
諸
問
題

ジ
ュ
デ
ィ
イ
レ
ス
(
編
)
高
橋
隆
雌

粂
和
彦

(訳
)
、
篠
際
出
版
新

H
、
二
O
O八

一
JO
O六
4
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マ
I
ヴ
ィ
ン
ミ
ン
ス
キ
ー

(若
)、
竹
林
洋
一

[6
]

ミ
ン
ス
キ
ー
博
士
の
脳
の
探
験
|
|
常
識
感
情
自
己
と
は
||

0
0
九
年

[7
]

マ
イ
ン
ド
タ
イ
ム
脳
と
意
般
の
時
間
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
リ
ベ

y
卜

(苦
)、
下
傾
伺
制

(訳
)、
岩
波
位
応
、

二
O
O
五
年

[8]
自
己
は
ど
の
よ
う
に
脳
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
ジ
ョ
ン

C

エ
ッ
ク
ル
ス

{新
)、
大
野
忠
雄
斎
藤
基

一
郎

(訳
て
ン
ユ
プ
リ
ン
ガ
l

フ
ェ
ア
ラ
l
ク
東
京
、

一
九
九
八
年

[9
]
脳
は
な
ぜ

「心
」
を
作

っ
た
の
か

「私
」
の
謎
を
解
く
受
動
宜
融
仮
説
前
野
降
司

(事
)、
筑
摩
冊
目
房
、

二
O
O
四
年

脳
の
中
の

「私
」
は
な
ぜ
見
つ
か
ら
な
い
の
か
9
1i
l
ロ
ポ
テ
ィ
ク
ス
研
究
者
が
見
た
脳
と
心
の
思
想
史
前
野
隆
司

{捗
似
て
技
術
評
論
社

二

0
0
七
年

[悶
]

レ
の
脳
科
学
l
|
「わ
た
し
」
は
脳
か
ら
生
ま
れ
る
坂
井
克
之
(
苦
)
、
中
央
公
論
新
社
、
三

O
O
八
年

デ
カ
ル
ト
の
誤
り
仙
川
励
、
理
性
、
人
聞
の
脳
ア
ン
卜
ニ
オ

R

F
マ
ン
オ

(苦
}、
凹
中
三
彦

(訳
)
、
筑
脱
骨
房
、
-
一O
一
O
年

[日
]

桝
明
さ
れ
る
立

帥

ダ

ニ
エ
ル

C

デ
ネ
ッ
ト

(苦
て

山
口
器
司

(訳
)、
背
土
相、

一
九
九
七
年

自
由
は
進
化
す
る
ダ
ニ
エ
ル

C

デ
ネ
ッ
ト

(苦
)

山
形
地
生

(訳
)、
N
T
T
出
版
、

二
O
O
五
年

[ロ
]
わ
た
し
た
ち
の
脳
を
ど
う
す
る
か
|
|
ニ
ュ
ー
ロ
サ
イ
エ
ン
ス
と
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
正
義
カ
ト
リ
l
ヌ
マ
ラ
プ
i
(
著
て
墨
田
光
平
増
田

文

一
朗
(
訳
)
、
春
秋
材
、
二

O
O
五
年

[日
]

脳
科
学
は
何
を
変
え
る
か
?
信
服
幸
弘

(編
)
エ
ク
ス
ナ
レ

ッ
ジ
、
一
一O
一
O
年

[川
]

脳
神
経
倫
理
学
の
展
望
日
肌
幸
弘
開
担

(紺
前
)、
動
草
骨
房
、
ご
O
O
八
年

[日
]

脳
の
な
か
の
倫
理
|
|
脳
倫
理
学
序
説
マ
イ
ケ
ル

S

ガ
ザ
ニ
ガ

(若
)、
田
町
山
あ
ゆ
み

{訳
}、
紀
伊
園
陸
性
宿
、

=
0
0
六
年

[凶
]
脳
の
エ
ン
ッ
ク
ス
|
|
脳
神
経
愉
理
学
入
門
美
馬
遼
哉
(
著
)
、
人
文
書
院
、
二
O
一
O
年

[げ
]
脳
神
経
科
学
リ
テ
ラ
シ
l
信
原
幸
弘
(
橿
)
、
助
草
書
一一肘、

二
O
一
O
年

[凶
]

ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
|
|
新
し
い
認
知
の
理
論
佐
々
木
正
人

(唱
で
岩
波
斡
応
、

一
九
九
四
年

ア
フ
オ
ダ
ン
ス
入
門
|
|
知
性
は
ど
こ
に
生
ま
れ
る
か
佐
々
木
正
人

(苦
)

別
段
引
、

二
O
O
八
年

「
心
」
は
か
ら
だ
の
外
に
あ
る
|
|
「
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
私
」
の
哲
学
河
野
哲
也
(
哲
)
、
日
本
紋
送
出
版
協
会
、

ニ
O
O
六
年

意
識
は
実
在
し
な
い
じ
知
覚
自
由
河
出
哲
也

(著
)、
講
談
社
、
二

O
一一

年

普
悪
は
実
在
す
る
か
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
の
倫
理
学
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
の
倫
理
学
河
賢
哲
也

(著
)
、
融
談
社
、
二
O
O
七
年

器
Z
問
い
な
お
す
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
教
育
の
ゆ
く
え
河
野
哲
也

{苦
)、
筑
ほ
貸
出

二
O
一一

年

ゾ
ー
ン
ャ
ル
プ
レ
イ
ン
ズ
入
門
|
|
〈社
会
脳
〉
っ

て
何
だ
ろ
う
勝
井
直
敬

(若
)、
制
談
社
、

二
O
一一

年

(訳
)、
共
立
出
版

19 20 21 

将来世代と医甜・ 288第田部



[
門
戸
]
暴
走
す
る
脳
科
学
河
野
哲
也

(著
)、
光
文
相
、
二
O
O八
年

[お
]
ン
リ
l
ズ
心
の
哲
学
信
醇
幸
弘
(
編
苦
)
、
勤
草
書
一一層
、
二

O
O
四
年

[判
的
]
合
理
的
と
は
ど
つ
い
つ
こ
と
か
慰
か
さ
と
弱
さ
の
哲
学
阿
部
勉

(苦
て
講
談
社
、

二
O
O七
年

[お
]
榊
造
主
義
科
学
ぬ
の
げ
険
池
田
品
川
彦

(
古
)
、
毎
日
新
聞
社

一
九
九

O
年

[お
]

ミ
ラ
!
ニ
ュ

ー

ロ

ン

ジ

刊

コ

モ

リ
ゾ
ラ
ァ
テ
ィ
、
コ
ラ
ド
シ

ニ
ガ
リ
ア

(若
)、
柴
山
裕
之

(訳
)
紀
伊
園
屋
性
脂

二
O
O九
年

[幻
]

夢
の
科
学
そ
の
と
き
脳
は
何
を
し
て
い
る
の
か
?
ア
ラ
ノ
ホ
プ
ソ
〆

(若
)
冬
樹
純
子

{訳
て
講
談
社
、

二
O
O三
年

[泊
]

感
情
と
ク
オ
リ
ア
の
謎
長
滝
祥
司
ら

(
編
)、
附
和
堂
、

二
O
O八
年

[羽
]

『コ〈
mw
コ
お
コ
士
、
窃
E凶」
H
2
x
g
g
E
C。コ
σ可
ω5m-m戸
内

ZH
。コ
ω
5同
Z
Z
M
E
d
E
σ
E
5
c
c
=
o
m
ω
目
白
河
包
《
ぜ
「

一一ハ

z-ヨ
宮
口
問
onzne
可
コ
旦
一

お

ω印

-
-
D
N
叶

N
G
c
m

[
初
]
な
ぜ
科
学
を
諮

っ
て
す
れ
違
う
の
か
|
|
リ
ノ
l
カ
ル
事
件
を
超
え
て

性
一叫、

二
O
一
O
年

[引
]

日
本
の
生
命
倫
型

i
l
l
M
顧
と
民
望

l
1
J
抗
4
章

出
版
会
、

二
O
Oヒ
年

[
沼
]
生
命
と
い
う
価
値
そ
の
本
買
を
問
う
第
8
辛

彦
(
著
)

九
州
ト
入
学
出
版
会
、

二
O
O九
年

zp門戸
』
同
i
A
W

ジ
エ
l
ム
ズ
ロ
パ

1
ト
ブ
ラ
ウ
ン

(若
)、
青
木
誕

(訳
て
み
す
ず

医
師

也

行

関

係

の
変
遷

医
僚
に
お
け
る
医
?
と
備
血

粂
和
彦

(
置
で

九
州
ト
八
月3

脳
科
学
と
生
命
の
価
値
|
|
描
理
の
脳
神
経
科
宇
と
し
て
の
ニ
ュ

l
ロ
エ
ン
ッ
ク
ス

粂
和

脳神経科学の現在と将来289・軍 10'笠



執簸者紹介 (執世間)

官枯薩轟 (熊本大学大学院社会文化科学研究科教授)

いわおか仕かまさ

岩|問中正悦本大学法学部制畳)

いとうυろのり
伊藤洋典 (熊本大学世学部教授)

うえの L人や

上町長也 (臨本大学政措創造研究牡'(.jセンタ 教授)

わ1と'"、かおる
波部 蒸(熊本大学大学院社会文化科相ij研究科教授)

Lしはらあきこ

石原明子 (熊本土学大学院社会文化科学研究科 J除問

いれぷ， やすL

岩1ml泰 (岡山大学地域総合研究セノター 助教)
οろみ(の旬お
脱水]う生(熊本大学大学院社会主化手ド了研究科 |事士佐川~!l! f!J1)
よしだ いさむ

吉田 勇 (熊本大学名世教授)
やすかわふみあき

安I11文目月 (熊本大学大学院社会文化科学研究科 教授)
..ょしたかお

秋古:¥'J:t.ffi(熊本大学大学院社会主f凶~'f:研究科教授)
〈め かずひニ

粂 手口i苦 (熊本大学世生医学研究所i/f教授)
hlS ¥， hつL

浅井 篤 (臨本大学大学院生命字問一研究部教授)

うさみ

宇佐美Lおり (熊本大学大学院生命科学研究部教授)



Ll:，t，¥. "巾iかく :.;ぞ号

将来世代'{Cの構想、
+i悩概念の再検川を軸として

2012年3JJ3111初版珪行

編 針高 橋隆雄

知 r者五十川直 行

世fil計(財)九州大学UJ版会

cl Takao Takahashi. 2012 

〒812-∞53稲川iliM!医和崎7-1-1'16
九州大中附内

電話回2-刷 1-05151，1，通)
振替日1710ーか3677

印刷制本太1，;)印刷位制

15s問 i8-，I-iヲ田曲曲 5



(熊本大学生命倫理論集)

回 日本の生命倫理一 回顧と展望
間儲隆雄浅井篤編 A5判 40U'"3醐円

回 自己決定論のゆくえ 哲学法学医学の現場カ3らー
出締隆雄八幡英幸編 A5判 3却耳 3醐1'1

回生命という価値ーその本質を問うー
日締隆雄粂和彦編 A5判 352]:[3脚円

回 医療の本質と変容 伝統医療と先端医療のはざまで
山崎臨雄北村俊IIII編 ;¥5判 4田百 3醐円

(熊本大学生命倫理研究会論集(全6巻)) 

囚遺伝子の時代の倫理
高橋降雄編

困ケア論の射程
Ij"lけl 料日Mr~降雌細

回ヒ卜の生命と人間の尊厳
前:i ~甫除雌絹

囚よき死の作法
~'r，t，晶峰雄 田口宏na編
回生命と環境の共鳴
間崎隆雌編

困生命情報機械
苅循隆雄編

A5判 2回l'f2.800円

A5判よ次n'.f3ぽ剛'1

A5利家xrn-3αxl川

八5判 3却1't3筑間'1

A5判変調D:ri2鉱灼円

A5判 2訓o:rr2.800円

自己決定の時代の倫理学 意識調査にもとづく憧理的思考
高僑!;t:雄 t¥5判 232n4.200111 

生命 環焼 ケア一 日本的生命由理の可能性一
t~t[.~~Æ: Mt. A 5判 270l'i3敏治円

生命の倫理 その線艇を動かすものー
山崎将ft-{-編 A5判 3描Ji2反剛'1

生命の倫理2ー恒生学の時代を越えてー
山崎百代千二編 A5判 352rf3醐 1・1
I/<示価愉1"4三体価物) 九州大学出版会




